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五條市選奨式

くらしのメモ

こそだてひろば

カルムのひろば

国際交流・図書館

決算を報告します！

五條市職員給与

おしらせ・イベント

文化・芸術の秋を満喫！
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　＆尾野真千子さん（名誉市民）トークショー 染織史家 吉岡幸雄氏の講演
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五條市文化祭が開催され、開会式の後、くす玉割りが行われました。



Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

文化祭実行委員会 北山委員長による開会宣言

国民文化祭・なら2017
全国障害者芸術・文化祭なら大会11/３

五條市文化フェスティバル2017
第46回五條市文化祭

10/18 帝塚山大学食物栄養学科と連携

　野原小学校 5年生（24 人）が総合的な学習の一環とし
て、帝塚山大学食物栄養学科の河合ゼミと連携し、「お米
を食べて元気っ子」と題した日本型食生活を学んでいます。
　６月に田植えを行った丹原町の水田で稲が実り、10月
18 日に子ども達が鎌を片手に稲刈りを行いました。
　また、収穫された米を精米し、10月 30 日には調理体

野原小学校の稲刈り＆調理体験

　今年度、県内で開催されている国文祭・障文祭の
分野別フェスティバル事業である、五條市文化フェ
スティバル（五條市文化祭）が開催されました。市
内で文化活動を行っている皆さんが、展示と発表の

11/４ 11/５

10/30

験が行われました。帝塚山大
学食物栄養学科・河合洋見教
授の「食材に、生産者に、料
理する人に感謝していただき
ましょう」というあいさつの
あと、大学生の指導を受けな
がら、一汁三菜の食事を作る
ことができました。

子ども達の元気な発表

障害者の皆さんの積極的な参加がありました。 華やかに舞台を彩る着付

部で成果を発表したほか、五條市産
のあかねに関連して、染織史家・吉
岡幸雄氏の講演会が開催されました。
　また、五條市観光大使の河瀨直美
監督の「殯の森」上映や、市内出身
の女優で名誉市民の尾野真千子さん
と河瀨監督のトークショーなどが行
われ、芸術の秋を満喫しました。

力作ぞろいの展示に足を止める。

泥だらけになって稲刈り

包丁の使い方を学びながら調理 きれいに炊き上がったご飯に大喜び。

２ごじょうフォトニュース



10/26 日本一の柿のまち・五條

　野菜ソムリエ上級プロとして、テレビなどメディ
アで活躍する関宏美さんが、五條の柿を題材にした
絵本を出版されました。出版に先立ち市内の保育所
等に 150 冊の絵本を寄贈いただきました。「２年前か
ら温めていた物語。奈良県で生まれ育ち、職業柄柿
のことを知り、改めて素晴らしいものと知った」と

柿の絵本を市内保育所に寄贈

太
田
市
長
に
絵
本
を
手
渡
す
関
さ
ん

音楽と歌を交えた読み聞かせで、柿の魅力を伝えました。

10/12 安全・安心の五條市のため

　五條消防署で、消防団の消防ポンプ自動車配車式
が開催されました。今回配備された車両は 6人乗り
で四輪駆動、電子制御されたポンプや LED電装を装
備し、消防団員の負担軽減と安全性向上を果たして
います。安全・安心の五條市のため、今後も計画的
に市内の消防団車両を更新していきます。

消防ポンプ自動車を更新

Gojo Photo News
ごじょうフォトニュース

柔道を通じて親子の交流

　市制施行 60 周年を記念し、小学生向けの道場対抗柔道
大会『スポーツひのまるキッズ「道場わっしょい！」in
五條』が上野公園総合体育館で開催されました。大会では、
通常の試合に加え、世界選手権出場メダリストたちの柔
道教室や、受け身の美しさ・親子の絆などをテーマに競
技が行われ、参加した親子約 350 人が汗を流しました。

「道場わっしょい！」in五條開催

消
防
ポ
ン
プ
車
の
前
で
、
太
田
市
長
か
ら

を
受
け
取
る
櫻
井
消
防
団
長

10/15

いう関さんに「とても素晴らしい絵本で、子
ども達にもわかりやすい。多くの人に見ても
らいたい」と太田市長がお礼を述べました。
　また、「柿の日」に合わせ、北宇智保育所
の子ども達の前で寄贈された絵本を使い、音
楽を交えた読み聞かせを披露しました。地域
の特産である柿の魅力を、読み聞かせで子ど
も達に伝えました。

寄
贈
さ
れ
た
絵
本
「
神
さ
ま
の
木
の
実
」

10/12 奥大和の歴史を発信

　五條市・安堵町・十津川村・東吉野村の４市町村による
天忠組市町村連携協議会は、今年で５回目のシンポジウム
を東京で開催しました。岡本彰夫氏（奈良県立大学客員教
授）の講演や保山耕一氏（映像作家）撮影・玉田玉秀斎氏
（講談師）出演の「天忠組桜紀行」の上映が行われ、会場
に集まった約 700 人が天忠組の秘話に耳を傾けました。

天忠組シンポジウムin東京を開催

メ
ダ
リ
ス
ト
に
指
導
を
受
け
る
子
ど
も
達
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地
域
へ
の
貢
献
を
た
た
え
て

平
成
29
年
度

五
條
市
選
奨
式

　

平
成
29
年
度
五
條
市
選
奨
式
が

市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
８
人
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
選
奨
式
は
、
市
民
の
福
祉

や
生
活
の
向
上
、
市
の
文
化
や
自

治
振
興
な
ど
に
貢
献
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
方
々
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

　

当
日
は
、
地
域
や
市
の
た
め
に

積
み
重
ね
ら
れ
た
努
力
と
多
年
に

わ
た
る
活
躍
・
功
績
を
称
え
、
受

賞
者
一
人
ひ
と
り
に
、
太
田
市
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

11/７

後列左から　堀内教育長、田野瀬代議士代理小畑秘書、秋本県議会議員、樫内副市長
中列左から　丸山自治連合会長、福塚様、髙木様、芳田様、寒川様、中井地区婦人会連絡協議会長
前列左から　礒田様、出口様、太田市長、吉田市議会議長、　田様、坂田様

祝
選
奨
表
彰
受
賞

　

晴
れ
の
受
賞
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

　
（
年
齢
順
◆
氏
名
、
年
齢
、
主
な
功
績
）

　
◆
出
口　
　

子

◆　

田　

倫
久

◆
礒
田
紀
美
代

◆
坂
田　

忠
義

◆
芳
田　

忠
男

◆
髙
木　

修 

◆
寒
川　

英
明

◆
福
塚　

和
良

　　　
様
（
83
歳
）
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
活
動

様
（
81
歳
）
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
活
動

様
（
76
歳
）
更
生
保
護
女
性
会
活
動

様
（
76
歳
）
遺
族
会
活
動

様
（
73
歳
）
保
護
司
会
活
動

様
（
72
歳
）
自
治
会
活
動

様
（
67
歳
）
教
育
委
員
会
活
動

様
（
65
歳
）
消
防
団
活
動

受
賞
者
を
代
表
し
謝
辞
を
述
べ
る　

田
倫
久
氏

太
田
市
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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祝 

叙
勲
・

     

褒
章
受
章

平
成
29
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー

　

入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

　

五
條
消
防
署
で
は
、
五
條
市
防

災
協
会
、
五
條
市
消
防
団
の
協
力

を
得
て
、
秋
の
火
災
予
防
運
動
に

合
わ
せ
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

ま
し
た
。

　

２
０
８
点
の
応
募
作
か
ら
次
の

皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

特
選
者

　

小
学
生
の
部

小
笠
原 

菜
月
（
牧
野
小
４
年
）

井
上　

迅
（
北
宇
智
小
５
年
）

石
田 　

弓
（
北
宇
智
小
６
年
）

　

中
学
生
の
部

福
田 

莉
紗
（
五
條
西
中
１
年
）

馬
場 

心
暖
（
五
條
中
２
年
）

久
保　

葵
（
五
條
東
中
３
年
）

入
選
者

　

小
学
生
の
部

田
中 

蓮
斗
（
牧
野
小
４
年
）

戸
根 

古
詞
（
牧
野
小
４
年
）

渡
辺 

こ
こ
ろ
（
牧
野
小
４
年
）

川
添 

真
紀
人
（
牧
野
小
４
年
）

西
浦 

こ
の
は
（
牧
野
小
４
年
）

森　

好
花
（
牧
野
小
４
年
）

米
田 

理
乃
（
北
宇
智
小
５
年
）

植
田 

遥
斗
（
北
宇
智
小
６
年
）

　

中
学
生
の
部

小
林 

稜
平
（
五
條
東
中
１
年
）

伊
井 

美
佳
（
五
條
西
中
１
年
）

武
田 

果
恋
（
五
條
西
中
１
年
）

吉
井 

玲
菜
（
五
條
西
中
１
年
）

田
中 

純
佳
（
五
條
中
２
年
）

武
藤 

嵯
莉
夏
（
五
條
中
２
年
）

仲
川 

一
平
（
五
條
東
中
２
年
）

前
田 

花
菜
（
五
條
中
３
年
）

水
津 

直
斗
（
五
條
東
中
３
年
）

秋
の
叙
勲

◆
旭
日
双
光
章

　

桝
本 

辰
男 

様
（
70
歳
）

　

畜
産
業
振
興
功
労
（
霊
安
寺
町
）

◆
瑞
宝
双
光
章

　

薄
谷　

勝 

様
（
75
歳
）

　

更
生
保
護
功
労

　
（
西
吉
野
町
向
加
名
生
）

◆
瑞
宝
単
光
章

　

福
塚　

勲 

様
（
85
歳
）

　

消
防
功
労
（
三
在
町
）

秋
の
褒
章

◆
藍
綬
褒
章

　

上
田 

史
孝 

様
（
71
歳
）

　

消
防
功
績
（
大
塔
町
宇
井
）

　

長
年
に
わ
た
り
各
分
野
に
お
い

て
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、

次
の
方
々
が
栄
え
あ
る
叙
勲
及
び

褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

功
績
を
た
た
え
、
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
な
お
一

層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

表
彰
式
で
特
選
入
賞
者
が
入
賞
作
品
を
持
っ
て
記
念
撮
影

10/23 老人クラブ・牧野冨久寿会

　10 月 18 日に京都府で開催された第 46 回全国老人ク
ラブ大会で、牧野冨久寿会が厚生労働大臣表彰を受賞し、
太田市長に受賞の報告を行いました。長年にわたる老
人クラブの育成指導や各種活動の推進等に寄与された
功績が評価されたもので、太田市長は、「活動の成果が
認められ、おめでとうございます。」と祝福しました。

厚生労働大臣表彰受賞を報告
写
真
左
か
ら
、
牧
野
冨
久
寿
会 

林
副
会
長
、

太
田
市
長
、
岡
本
会
長
、
森
本
事
務
局
長

11/１ 地域の声を届ける自治会活動

　平成 29 年度奈良県自治功労者表彰式が奈良市で行わ
れ、五條市からは次の皆さんが受賞しました。

奈良県自治功労者が表彰されました
写
真
左
か
ら
、
五
條
市
自
治
連
合
会
・
丸

山
会
長
と
畠
山
金
作
氏

中迫 政美（東宮町自治会）

弓場照美（今井旭町自治会）

畠山金作（津越自治会）

住谷敏郎（殿野自治会）

奈良県自治連合会長表彰（順不同・敬称略）
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みどり園だより

■
大
塔
地
区

　

12
月
の
く
み
取
り
は
、
次
の

日
程
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

業
者
ま
で
直
接
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

12
月
７
日
（
木
）

　
・
21
日
（
木
）

※

当
日
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

㈱
ダ
イ
ワ
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
０
７
４
５
・
５
２
・
３
３
７
２

クリーン・オアシス
■
五
條
・
西
吉
野
地
区

　

年
内
で
の
く
み
取
り
を
希
望

す
る
場
合
、
必
ず
12
月
15
日

（
金
）
ま
で
に
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
降
は
年
始
か
ら

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
日
時

▼
年
末　

12
月
29
日
（
金
）
午
前

中
ま
で

▼
年
始　

平
成
30
年
１
月
９
日

（
火
）
か
ら

■
五
條
地
区

▼
申
込
先　

各
地
区
担
当
業
者

▼
問
合
先　
ク
リ
ー
ン
・
オ
ア
シ
ス

☎
２
２
・
４
４
４
１

■
西
吉
野
地
区

▼
申
込
・
問
合
先　

水
企
興
業
㈱

☎
２
５
・
２
５
３
９

■
く
み
取
り
の
際
は
、
バ
キ
ュ
ー

ム
車
の
後
ろ
の
水
面
計
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

■
料
金
・
く
み
取
り
量
を
確
認
し
、

五
條
市
指
定
の
領
収
証
に
、
サ

イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ト
イ
レ
に
は
、
し
尿
・
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
く
み
取
り
の
依
頼
は
１
週
間
以

上
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
浄
化
槽
は
年
１
回
（
ま
た
は
以

上
）
清
掃
し
、
適
正
管
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
の
し
尿
く
み
取
り

早
め
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い

ク
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス
か
ら
お
願
い

水面計を水面計を
チェック！チェック！
水面計を
チェック！

みみどどりり園園だだよよりり
燃えるごみ（赤） カン・小型金属類

リサイクル類
その他の燃えないごみ

１月10日（水）からになります。

■問合先　みどり園　☎24・4111

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
と
持
込

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
と
持
込

古紙、ビン（一部の地域で繰り上げ収集を行います。） みどり園へのごみの持込
▼年末
12月29日（金）・30日（土）は

　臨時開園します。

（9時～11時50分、13時～16時）

▼年始
１月９日（火）から通常開園します。

対象地区 変更内容

 

 最終日（年末） 開始日（年始） 

毎週 月・木 
収集地区 

 

毎週 火・金 
収集地区 

田園地区

本町地区
新町地区
南宇智地区

１月５日（金）の収集は 12 月 30 日（土）
に繰り上げて収集します。

１月４日（木）の収集は 12 月 29 日（金）
に繰り上げて収集します。

一
部
地
区
で
変
更
が
あ
り
ま
す

一
部
地
区
で
変
更
が
あ
り
ま
す

12月28日（木）

12月29日（金）

１月４日（木）

１月５日（金）

※１月８日（月）から収集日程のとおり収集します。

年
末
の
ご
み
持
込
の
注
意
！

　

12
月
24
日
（
日
）、29
日
（
金
）、

30
日
（
土
）
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
早
め
の
ご
み
持
込
に

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

食料品のビン等

汚れたビン
薬品のビン等

古紙・
ビン回収

その他の
燃えない
ごみ

リ
サ
イ
ク
ル
類
の
指
定
袋
に

　

ビ
ン
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

リ
サ
イ
ク
ル
類
の
指
定
袋
に
ビ
ン
が

入
っ
て
い
る
と
収
集
車
の
中
で
割
れ
、

分
別
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ビ
ン
は
、
各
地
区
月
２
回
行
っ
て

い
る
『
古
紙
・
ビ
ン
回
収
』
の
日
に
、

中
身
の
見
え
る
透
明
な
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
　

汚
れ
の
と
れ
な

い
ビ
ン
、
薬
品
の
ビ
ン
等
は
『
そ
の

他
の
燃
え
な
い
ご
み
』
の
日
に
指
定

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
と
持
込

一
部
地
区
で
変
更
が
あ
り
ま
す

６くらしのメモ



水面計を
チェック！

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
と
持
込

一
部
地
区
で
変
更
が
あ
り
ま
す

　

五
條
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
の
申
し
込
み
に
は
、
家
族
構
成
・
収
入
等
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
配
付
す
る
「
市
営
住

宅
入
居
者
募
集
の
ご
案
内
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
居
可
能
予
定
日

　

平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）

■
入
居
敷
金

　

入
居
時
家
賃
の
３
か
月
分

■
申
込
書
の
配
付
場
所

　

12
月
１
日
（
金
）
か
ら
市
役
所

建
設
課
住
宅
係 

・
西
吉
野
支

所 

・
大
塔
支
所
で
配
付
し
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間　

　

12
月
４
日
（
月
）
〜
15
日
（
金
）

  （
８
時
30
分
〜
17
時
、
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）

※

期
限
を
過
ぎ
る
と
受
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
方
法

①
建
設
課
ま
た
は
支
所
に「
市
営

住
宅
入
居
者
募
集
の
ご
案
内
」・

「
申
込
書
」
を
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。

②
受
付
期
間
内
に「
市
営
住
宅
入

居
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
建

設
課
住
宅
係
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※

本
人
ま
た
は
申
し
込
み
内
容
を

詳
し
く
説
明
で
き
る
人
が
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

市営住宅入居者募集

入
居
者
を

　

募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
の

■
見
学
会
日
程

　

12
月
10
日
（
日
）
に
募
集
住

宅
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

※

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
直
接
現
地
に
来
て
く
だ

さ
い
。

※

見
学
会
当
日
は
、
申
し
込
み

の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

■募集住宅の概要

８時 30分
～９時 30分

新上之島住宅（２戸）、新日之出住宅、
向加名生団地

10時
～ 11時
11時 30分
～ 12時 30分

今井団地、東田中団地、野原東住宅、
天辻住宅

新今井団地（３戸）

住宅名 募集
戸数 部屋番号 所在地 間取 床面積 単身者

応募 駐車場

今井団地

東田中団地

新日之出住宅

野原東住宅

新今井団地

向加名生団地

１

１

２

１

３

１

１号棟
104 号室
２号棟
102 号室

７号室

20号室

15号室

１号棟
109 号室

１号棟
104 号室

１号棟
202 号室
３号棟
202 号室
B号棟
101 号室

今井町 505-1

五條３丁目 6-18

五條 3丁目 8-14

五條 3丁目 9-10

五條 4丁目 9-16

野原東 2丁目 5-62

今井町 713-1

今井町 713-1

今井町 713-1

西吉野町
向加名生 134-7

3DK

3DK

3LDK

3DK

3DK

3DK

3DK

2DK

2DK

3DK

53.9 ㎡

74.2 ㎡

66.0 ㎡

66.2 ㎡

55.7 ㎡

55.7 ㎡

67.5 ㎡

53.9 ㎡

78.2 ㎡

78.2 ㎡

可
（※要件あり）

可
（※要件あり）

可
（※要件あり）

不可

可

可
（※要件あり）

不可

不可

不可

可
（※要件あり）

有

有

有

有

家賃

13,200 円～
　30,300 円
13,200 円～
　30,400 円

21,200 円～
　48,700 円

19,400 円～
　44,700 円

19,500 円～
　44,800 円

16,400 円～
　37,700 円
16,400 円～
　37,700 円
17,700 円～
　40,600 円

24,400 円～
　56,000 円

24,600 円～
　56,500 円

新上之島住宅

天辻住宅 １ A-２号室 大塔町阪本 997 3LDK 79.9 ㎡ 可18,300 円～
　42,000 円

１

■申込・問合先　建設課
　（内線２７８）

▼公営住宅法の規定による収入に応じた家賃が設定されています。（7段階）
▼新上之島住宅および新日之出住宅以外の住宅では、家賃以外に共益費が必要です。

▼駐車場（有）の住宅で駐車場を使用する場合は、月額 1,500 円が必要です。
※単身者の申し込みには年齢やその他の要件があります。

７ Gojo City Public Relations　本庁 ☎２２・４００１、西吉野支所 ☎３３・０３０１、大塔支所 ☎３６・０３１１



家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

届
出
し
て
く
だ
さ
い

　

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は

毎
年
１
月
１
日
時
点
で
存
在
す
る

家
屋
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
家
屋
の
取
り
壊
し
の
届

出
を
し
て
い
な
い
人
は
、
税
務
課

固
定
資
産
税
係
ま
で
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
誤
っ

た
課
税
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
の
用
紙
は
税
務
課
窓
口
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

な
お
、
届
出
の
際
に
は
印
鑑
や
取

り
壊
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
資

料
（
領
収
書
や
写
真
な
ど
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
先　

税
務
課

（
内
線
２
５
７
・
２
５
８
）

税務課からお知らせ
固
定
資
産
税

 
償
却
資
産
の
申
告

　

を
お
願
い
し
ま
す

■
償
却
資
産
と
は
？

　

土
地
や
建
物
以
外
で
、
会
社
や

個
人
が
事
業
用
に
所
有
し
て
い
る

資
産
（
広
告
塔
な
ど
の
構
築
物
や
、

機
械
、
器
具
、
備
品
な
ど
）
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
、
市
内
に
所
有
す
る
償
却

資
産
が
課
税
対
象
と
な
り
、
地
方

税
法
第
３
８
３
条
に
基
づ
き
、
市

長
に
申
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
申
告
の
方
法
に
つ
い
て

　

様
式
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
固
定
資
産
税
係
ま
で
連
絡
し

て
申
請
書
を
送
付
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
法
人
の
場
合
は
所
得

税
の
申
告
に
お
け
る
減
価
償
却
明

細
、
固
定
資
産
を
管
理
し
て
い
る

帳
簿
等
を
参
考
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
告
の
期
限

　

平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）
ま

で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※リース資産については原則、リース会社が申告義務を負うことになります。
※自動車税・軽自動車税の対象となる車両は対象から除かれます。

■平成28年以前に取得した資産　

平成28年度の評価額×（１－減価率※）＝評価額
■平成29年に取得した資産　

取得価額×（１－減価率÷２）＝評価額
※減価率　耐用年数表(財務省令)に掲げられている「６耐用年数」

に応じて定められています。ただし平成20年の税制改正で「機械

及び装置」を中心に耐用年数等が改正されていますので、注意し

てください。

税額＝課税標準額（通常は評価額）×税率1.4％

業　　種 申告対象となる主な償却資産の例示 

共通 
駐車場設備、受変電設備、舗装路面、外構、ネオンサイン、広告塔、中央監視制
御装置、応接セット、キャビネット、パソコン、コピー機、テレビ、レジスター、
ルームエアコン、ＬＡＮ設備、自動販売機 等 

小売店 商品陳列ケース、陳列台、冷蔵庫、冷凍庫 等 
飲食店 接客用家具、厨房設備、カラオケセット、冷蔵庫、冷凍庫、製氷機 等 
理・美容院 理美容椅子、洗面設備、タオル蒸し器、サインポール、テレビ 等 
医院・歯科医院 各種医療機器（ベッド、手術台、Ｘ線装置、心電計など）、各種キャビネット 等 
駐車場 柵、照明などの電気設備、駐車装置 等 

製造業 製造設備、施盤、金型、プレス機器、洗浄給水設備、構内舗装、溶接機、貯水設
備、福利厚生設備、梱包機 等 

建設業 フォークリフト、パワーショベル、発電機 等 
クリーニング 洗濯機、脱水機、乾燥機、プレス機、ボイラー、ビニール包装設備 等 
ガソリンスタンド オイルチェンジャー、洗車機、独立したキャノピー、給油配管設備 等 

太陽光発電設備  
太陽光パネル、架台、接続ユニット、パワーコンディショナー、表示ユニット、
電力量計 等 

 

事
業
者
は
注
意
し
ま
し
ょ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う

■
申
請
・
問
合
先　

税
務
課

　

（
内
線
２
５
７
・
２
５
８
）

■
評
価
額
の
計
算
方
法
お
よ
び

　

税
額
に
つ
い
て

税務課からお知らせ

税 務 課

申
告
の
期
限
は

　

平
成
30
年
１
月
31
日
で
す

図書を入れる箱

８くらしのメモ



■
開
設
期
間
（
平
成
29
年
分
）

　

平
成
30
年
２
月
16
日
（
金
）

　

〜
３
月
15
日
（
木
）

　

９
時
〜
16
時
（
土
・
日
除
く
）

※

混
雑
状
況
で
早
め
に
相
談
受
付

を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

作
成
済
み
の
申
告
書
等
は
、
２

月
15
日
（
木
）
以
前
で
も
提
出

で
き
ま
す
。

※

税
務
署
の
駐
車
場
に
は
限
り
が

あ
る
た
め
公
共
の
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

葛
城
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

　

葛
城
税
務
署
で
は
確
定
申
告
の

時
期
に
合
わ
せ
、
申
告
書
の
作
成

会
場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

印
鑑
と
源
泉
徴
収
票
等
の
必
要

書
類
を
持
っ
て
い
け
ば
、
税
務
署

職
員
と
個
別
に
相
談
を
し
な
が
ら
、

簡
単
に
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
医
療
費
控
除
の
添
付
書
類
が
変

わ
り
ま
す

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
医
療
費
控

除
の
添
付
書
類
等
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

領
収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に
「
医

療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※

医
療
費
の
領
収
書
は
５
年
間
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
税

務
署
か
ら
提
示
ま
た
は
提
出
を

求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※

医
療
費
通
知
（
健
康
保
険
組
合

等
が
発
行
す
る
「
医
療
費
の
お

知
ら
せ
」
等
）
を
添
付
す
る
と
、

明
細
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

■
申
告
書
の
作
成
会
場
を
開
設
し

て
い
ま
す

■
問
合
先　

葛
城
税
務
署

　
（
大
和
高
田
市
西
町
１-

15
）

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
２
７
２
１

申
告
は
お
早
め
に

　

確
定
申
告
は
税
金
の
清
算
手
続
き
で
あ
る
と

と
も
に
、
１
年
間
の
事
業
の
総
決
算
で
す
。
早

め
に
準
備
し
て
、
正
し
く
申
告
し
ま
し
ょ
う
。 せ

略
で
き
ま
す

務
署

　

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式
と
、
一
日
人
権
擁
護
委
員

表
彰
式
と
、
一
日
人
権
擁
護
委
員

桂
雀
太
さ
ん
の
講
演
会
等
を
開
催

桂
雀
太
さ
ん
の
講
演
会
等
を
開
催

し
ま
す
。

し
ま
す
。

■
日
時

■
日
時　

12
月
10
日
（
日
）

日
（
日
）

　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
（
12
時
開
場
）

時
開
場
）

■
場
所　

市
民
会
館

■
場
所　

市
民
会
館

※

申
込
不
要
（
未
就
学
児
も
入
場

申
込
不
要
（
未
就
学
児
も
入
場

可
）
可
）

■
問
合
先　

奈
良
地
方
法
務
局

■
問
合
先　

奈
良
地
方
法
務
局

☎
０
７
４
２
・
２
３
・
５
４
５
７

☎
０
７
４
２
・
２
３
・
５
４
５
７

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

　
　

人
権
の
つ
ど

　
　

人
権
の
つ
ど
い
in
五
條
五
條

申告はお早めに

人権
12
月
10
日
は
人
権
デ
ー
、

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

自
分
も
他
人
も
大
切
に

　

人
権
問
題
は
身
近
な
問
題
で
、

差
別
の
な
い
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
昨
今
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
差

別
書
込
み
や
、
差
別
を
助
長
す
る

情
報
が
あ
ふ
れ
る
な
ど
現
状
は
よ

り
悪
質
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
部

落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す
る

た
め
昨
年
12
月
に
「
部
落
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が

公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
基
本
的
人
権
」
を
保
障
す
る
憲

法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
責
務
と
し
て
、

①
相
談
体
制
の
充
実

②
教
育
お
よ
び
啓
発
の
推
進

③
部
落
差
別
の
実
態
調
査
の
実
施

等
が
施
策
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
五
條
市
で
も
こ
の
法
律
の

趣
旨
を
踏
ま
え
今
後
も
啓
発
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

人
権
施
策
課

☎
２
５
・
１
１
３
７

「
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
」
活
動
に

　

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

本
で
ひ
ろ
が
る
支
援
の
輪

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
本
を

売
却
し
、
代
金
を
寄
付
と
し
て
犯

罪
被
害
に
あ
っ
た
人
が
安
心
し
た

生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
支
援

活
動
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

※

カ
ル
ム
五
條
、
市
役
所
１
階
の

市
民
課
前
の
２
か
所
に
図
書
を

入
れ
る
箱
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

人
権
施
策
課

☎
２
５
・
１
１
３
７

※寄附できる本は、下記のよう
な ISBN（国際標準図書番号）
がある図書です。

図書を入れる箱図書を入れる箱

差別を見抜き、差別を
許さない地域づくりを
すすめましょう

図書を入れる箱

　

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

表
彰
式
と
、
一
日
人
権
擁
護
委
員

桂
雀
太
さ
ん
の
講
演
会
等
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
10
日
（
日
）

　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
（
12
時
開
場
）

■
場
所　

市
民
会
館

※

申
込
不
要
（
未
就
学
児
も
入
場

可
）

■
問
合
先　

奈
良
地
方
法
務
局

☎
０
７
４
２
・
２
３
・
５
４
５
７

中
学
生
人
権
作
文
表
彰
式
と

　
　

人
権
の
つ
ど
い
in
五
條
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国
民
健
康
保
険
の

第
三
者
行
為
に
よ
る
届
出

今
後
の
少
子
高
齢
化
、
医
療
費
増
大
に
備
え
て

■
保
険
料
は
高
齢
者
の
医
療
費
を

支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

　

も
し
、
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

と
▼
督
促
状
が
手
数
料
１
０
０
円
を

加
算
し
て
発
送
さ
れ
ま
す
。

▼
短
期
保
険
証
（
有
効
期
限
が
短

い
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
保
険
料
に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

た
り
、
財
産
等
の
差
押
え
を
受

け
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
家
族
・
親
族
の
人
に
お
願
い

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
一

人
暮
ら
し
で
な
く
て
も
体
調
等
の

都
合
で
後
期
高
齢
者
医
療
の
通
知

書
な
ど
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に

は
、
代
わ
り
に
書
面
の
内
容
の
確

認
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
明
な
場
合
は
必
ず
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
医
療
費
の
負
担
を
公
平
・
明
確
に
す
る
た
め
、
75
歳
以

上
の
人
と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
者
に
、
平
成
20
年

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
若
い
世
代
が
高
齢
者
を
支
え
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
も
保
険
料
と
医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
国
民
保
健
の

向
上
お
よ
び
高
齢
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

保
険
課

　
（
内
線
３
７
３
・
３
９
３
）

保険課

■五條市の現状
（平成 28年４月～平成 29年３月まで）

加入者（平成 29年 3月 31日現在）…５,867 人

給付費（受けた給付費の総額）…49億 874 万円

加入者１人あたりの給付費…83万７千円

保険料（支払われた保険料の総額）…２億 3692 万円

保険料の徴収率（現年度分） …99.27％

公費（国・県・市）公費（国・県・市）
税金税金
約５割約５割

若い世代の支援若い世代の支援

（若年者の保険料）（若年者の保険料）

約 4割約 4割

一部
負担金
（窓口負担）

高
齢
者
の
保
険
料

１
割

医療費医療費

給付費給付費給付費

医療費
■
医
療
費
負
担
の
し
く
み

　

医
療
費
か
ら
窓
口
で
支
払
う
一

部
負
担
金
を
除
い
た
給
付
費
の
１

割
を
、
高
齢
者
の
保
険
料
で
ま
か

な
い
ま
す
。公費（国・県・市）

税金
約５割

若い世代の支援

（若年者の保険料）

約 4割

を
目
的

　

交
通
事
故
や
暴
力
行
為
な
ど
、

第
三
者（
加
害
者
）の
行
為
に
よ
っ

て
け
が
を
し
、
国
民
健
康
保
険
を

使
っ
て
治
療
を
す
る
場
合
は
保
険

者
（
五
條
市
）
へ
の
届
出
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
届
出
に
必

要
な
申
請
書
は
保
険
課
窓
口
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

保
険
課（
内
線
３
６
７
）

被
害
者

被
害
者

加
害
者

加
害
者

医
療
機
関

医
療
機
関

五
條
市
国
保

五
條
市
国
保

一部負担分を支払い一部負担分を支払い

国
保
適
用
分
を

国
保
適
用
分
を

　

支
払
い

　

支
払
い

第三者行為による第三者行為による
被害届を提出被害届を提出

立て替え払い立て替え払い
分を請求分を請求

こ
ん
な
時
は
届
出
が
必
要
で
す

■
被
害
者
に
過
失
が
な
い
限
り
、

■
被
害
者
に
過
失
が
な
い
限
り
、

加
害
者
が
医
療
費
を
負
担
す
る

加
害
者
が
医
療
費
を
負
担
す
る

こ
と
が
原
則
で
す

こ
と
が
原
則
で
す

　

国
民
健
康
保
険
を
使
用
す
る
こ

　

国
民
健
康
保
険
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

と
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
一
部
負
担
金
以
外
の
医
療

支
払
う
一
部
負
担
金
以
外
の
医
療

費
は
五
條
市
国
民
健
康
保
険
が
一

費
は
五
條
市
国
民
健
康
保
険
が
一

時
的
に
立
て
替
え
て
支
払
う
こ
と

時
的
に
立
て
替
え
て
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
五
條

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
五
條

市
が
立
て
替
え
た
医
療
費
は
第
三

市
が
立
て
替
え
た
医
療
費
は
第
三

者（
加
害
者
）に
後
日
請
求
し
ま
す
。

者（
加
害
者
）に
後
日
請
求
し
ま
す
。

■
次
の
場
合
は
国
民
健
康
保
険
を

使
え
ま
せ
ん

▼
加
害
者
か
ら
す
で
に
治
療
費
を

受
け
取
っ
て
い
る
と
き

▼
仕
事
中
・
通
勤
中
の
け
が
等
の

と
き
（
労
災
保
険
の
対
象
と
な

り
雇
用
者
が
負
担
し
ま
す
）

▼
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な
ど

の
不
法
行
為
（
給
付
が
制
限
さ

れ
ま
す
）

■
被
害
者
に
過
失
が
な
い
限
り
、

加
害
者
が
医
療
費
を
負
担
す
る

こ
と
が
原
則
で
す

　

国
民
健
康
保
険
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
一
部
負
担
金
以
外
の
医
療

費
は
五
條
市
国
民
健
康
保
険
が
一

時
的
に
立
て
替
え
て
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
五
條

市
が
立
て
替
え
た
医
療
費
は
第
三

者（
加
害
者
）に
後
日
請
求
し
ま
す
。

一部負担分を支払い

国
保
適
用
分
を

　

支
払
い

被
害
者

加
害
者

医
療
機
関

五
條
市
国
保

第三者行為による
被害届を提出

立て替え払い
分を請求
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公費（国・県・市）
税金
約５割

若い世代の支援

（若年者の保険料）

約 4割

医療費

給付費

被
害
者

加
害
者

医
療
機
関

五
條
市
国
保

一部負担分を支払い

国
保
適
用
分
を

　

支
払
い

第三者行為による
被害届を提出

立て替え払い
分を請求

国民健康保険（国保）の制度は、
平成30年度から
「各市町村ごとの運営から県域での運営」
　に変わります

■問合先　▼保険課（内線３４４）
　　　　　▼奈良県健康福祉部保険指導課
　　　　　　☎０７４２・２７・８５４７

　▼各種申請や届出は、これまでどおり五條市が窓口となります。
　▼保険税は、これまでどおり五條市へ納めます。
　▼医療機関での負担割合は変わりません。
　▼病院や診療所等で受診するときの保険証等の使い方にも特に変更はありません。

国民健康保険

国民皆保険制度を支える国保の構造的課題
「年齢構成が高く医療費水準が高い」
「所得水準が低く保険料負担が重い」
「小規模な運営主体（市町村）が多く財政が不安定になりやすい」

高齢化がすすみ
課題が深刻化

加入者の皆さんにとっては…

医療費の単価（診療報酬）は全国共通なのに、国保の保険料（税）負担は市町村ごとに異なります。

こうした課題に対応するため

■平成 30年４月から、県も市町村とともに国保の運営に加わり、国保の財政運営を市
町村単位から県単位に 拡大します。 これにより、予期せぬ医療費増等の財政リスクの
軽減など、国保運営の安定化につなげます。
■「同じ所得・世帯構成であれば、県内のどこに住んでも保険料（税）が同じ」
   （平成 36 年度予定）になることを目指し、加入者の負担の公平化につなげます。

　医療費は毎年増加の傾向ですが、今回の国保制度の改正によって、保険税負担が一度
に過度な負担増とならないように検討しています。

平成 30 年４月からの制度改正に
ご理解、ご協力をお願いします。

■必要な医療サービスを安心して受けら
れるよう、県・市町村・関係機関が連
携して、引き続き医療提供体制の整
備や医療費の適正化に取り組んでい
きます。
■「保険税額がどう変わるのか」につい
て平成 30年３月号でお知らせします。

五條市水準保険税
（平成 29年度）

奈良県水準保険料（税）
（平成 36年度～）

医療費増に伴う増
制度改正に伴う増

加入者の皆さんにとっては…

平成 36年度以降急激な保険税上昇が起きにくくなり、安心につながります

保 険 課

■
被
害
者
に
過
失
が
な
い
限
り
、

加
害
者
が
医
療
費
を
負
担
す
る

こ
と
が
原
則
で
す

　

国
民
健
康
保
険
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
一
部
負
担
金
以
外
の
医
療

費
は
五
條
市
国
民
健
康
保
険
が
一

時
的
に
立
て
替
え
て
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
五
條

市
が
立
て
替
え
た
医
療
費
は
第
三

者（
加
害
者
）に
後
日
請
求
し
ま
す
。
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障
害
の
あ
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
次

の
３
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

い
る
場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金
・

障
害
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

障
害
年
金
を

　

知
っ
て
い
ま
す
か

知
っ
て
お
き
た
い
年
金
制
度

国民年金
■
受
給
の
要
件

▼
障
害
基
礎
年
金

①
初
診
日
に
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
国
内
に

在
住
す
る
60
歳
以
上
65
歳
ま
で

の
人
で
国
民
年
金
を
繰
り
上
げ

受
給
し
て
い
な
い
こ
と

②
障
害
の
状
態
が
障
害
等
級
表
に

定
め
る
一
級
ま
た
は
二
級
に
該

当
し
て
い
る
こ
と

③
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し
て

い
る
こ
と

※

20
歳
前
の
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
期
間
に
初
診
日
が
あ

る
場
合
は
納
付
要
件
は
不
要
で

す
。

　

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
老
齢

年
金
な
ど
は
、
税
法
上
雑
所
得
と

し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
り

ま
す
。

▼
障
害
厚
生
年
金

①
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
る
間
に
初
診
日
が
あ
る
こ
と

②
障
害
の
状
態
が
障
害
認
定
日
に

障
害
等
級
表
に
定
め
る
一
級
か

ら
三
級
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

て
い
る
こ
と

③
保
険
料
の
納
付
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と

■
障
害
年
金
を
受
け
る
に
は

　

本
人
ま
た
は
家
族
に
よ
る
年
金

の
請
求
手
続
が
必
要
で
す
。
手
続

に
は
年
金
請
求
書
と
添
付
書
類
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
条
件
に
よ
り

添
付
書
類
が
異
な
る
の
で
、
ま
ず

は
、
市
民
課
年
金
係
ま
た
は
年
金

事
務
所
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
に
は
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
や
、
障
害
の
状
態
に

関
す
る
資
料
が
必
要
で
す
。

■
用
語
の
説
明

▼
初
診
日　

障
害
の
原
因
と
な
っ

た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
初
め

て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日

▼
障
害
認
定
日　

障
害
の
状
態
を

定
め
る
日
の
こ
と
で
、
初
診
日

か
ら
１
年
６
か
月
過
ぎ
た
日
ま

た
は
１
年
６
か
月
以
内
に
症
状

が
固
定
し
た
場
合
は
そ
の
日
を

い
い
ま
す
。

■
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

▼
市
民
課
年
金
係

　

（
内
線
２
６
８
・
３
０
０
）

マイナンバー

　マイナンバーカードはマイ
ナンバーが記載された顔写真
付きの IC カードです。マイ
ナンバーカードを利用すれ
ば、身分証明書としても利用
できます。

休日受け取り窓口

ナ
付
ナ
ば
で

12/24（日) ９時～ 13時
　「マイナンバーカード」を申請した人で交付が
まだの人、「通知カード」を受け取っていない人
で平日に来れない人は、休日窓口に来てください。
※マイナンバーカード等の相談や写真撮影も行っ

ています。
※通常の窓口業務は行いません。

■受取時の必要書類
▼「マイナンバーカード」の場合
　①印鑑②本人確認書類③交付通知書
　④通知カード
※必ず本人が受け取りに来てください。
▼「通知カード」の場合
　①印鑑②本人確認書類

■問合先　市民課（内線 503） 

※詳しくは通知カードと同封
のパンフレットの６ページを
確認するか、問い合わせてく
ださい。

い。。。。。。。。。。。。。。
行っ

▼「
①

申請しましょう！
　マイナンバーカード

源
泉
徴
収
票
が

  

郵
送
さ
れ
ま
す

年
金
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ
ん

■日時

市民課横に撮影スペース市民課横に撮影スペース
を設置しました。申請用を設置しました。申請用
に利用してください。に利用してください。

（H30 年１月末まで）（H30 年１月末まで）

マイナンバーカードマイナンバーカード
申請用の顔写真を申請用の顔写真を
撮影します！撮影します！
市民課横に撮影スペース
を設置しました。申請用
に利用してください。

（H30 年１月末まで）

マイナンバーカード
申請用の顔写真を
撮影します！

■主な申請の方法は■主な申請の方法は
①郵送で申請①郵送で申請
②スマートフォンで申請②スマートフォンで申請
③パソコンで申請③パソコンで申請

■主な申請の方法は
①郵送で申請
②スマートフォンで申請
③パソコンで申請

　

65
歳
未
満
で
そ
の
年
の
支
払
額

が
１
０
８
万
円
以
上
の
人
や
、
65

歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上
の
人

は
、
原
則
と
し
て
所
得
税
が
か
か

り
、
各
支
払
月
に
支
払
わ
れ
る
額

か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
老
齢
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
に
、
平
成
30

年
１
月
下
旬
ま
で
に
平
成
29
年
分

の
源
泉
徴
収
票
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
確
定
申
告
等
の
際
に
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合
、

再
交
付
が
で
き
ま
す
。
次
の
問

合
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

▼
大
和
高
田
年
金
事
務
所　

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

年
金
機
構
で
は
老
齢
年
金

12くらしのメモ・こそだてひろば



こそだてひろば

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

（
５
歳
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
）

■
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
〜
13
時
30
分

え
ほ
ん
の
広
場

毎週
火・木 み

ん
な
で
遊
ぼ
う
！

  
五
條
児
童
館

　

毎
月
１
回
、
児
童
館
で
お
子
さ

ん
の
身
長
、体
重
を
計
測
し
ま
す
。

■
日
時　

第
１
月
曜
日

　

９
時
〜
17
時
（
い
つ
で
も
）

お
お
き
く
な
っ
て
ね
！

成
長
の
記
録
を
残
そ
う

本
や
お
話
に
親
し
も
う

　

五
條
児
童
館
は
、
市
内
に
在
住

す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
過
ご
せ
る
施
設
で
す
。
友

だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
読

書
や
宿
題
を
し
た
り
、
楽
し
く
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

ぴよぴよの広場　

毎週火曜10時～11時
（H28.4/2生～H29.4/1生で

　　　　生後６か月～対象 )

０歳児
　対象

バンビの広場　

毎週水曜10時～11時
（H27.4/2～H28.4/1生対象）

１歳児
対象

おたまじゃくしの広場　

毎週木曜10時～11時
（H26.4/2～H27.4/1生対象）

２歳児
 対象

第 1
月曜日

１歳～
　５歳毎

週
月
・
金
曜
日

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
カ
ル
ム
五
條
で
開
催
・
申
込
不
要
）

（
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
開
館
）

つどいの広場

12/16
（土）

子
ど
も

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
一
緒
に
歌

や
ゲ
ー
ム
遊
び
を
み
ん
な
で
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
よ
。

■
日
時

12
月
16
日
（
土
）

10
時
〜
11
時
30
分　

■
場
所　

五
條
児
童
館

■
対
象
者　

小
学
生
・
幼
稚
園
児
・

保
育
所
園
児

※

３
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴

■
費
用　

１
人
２
０
０
円　

■
申
込
方
法

12
月
７
日
（
木
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
児
童
館

☎
２
２
・
２
２
２
８

10/15
気軽に遊びにきてくださいね

　０歳から就学前の子どもと保護者が集い、交流や子
育て相談ができる施設、子育て支援センター「はっぴぃ」
がイオン五條店の２階にオープンし、開所式が行われ
ました。同センタ―では子育て拠点として、親子の交
流や遊び場の提供、子育ての相談・情報の提供、また
幼児の一時預かり事業も行っています。

子育て支援センターはっぴぃ

市民課横に撮影スペース
を設置しました。申請用
に利用してください。

（H30 年１月末まで）

マイナンバーカード
申請用の顔写真を
撮影します！

■主な申請の方法は
①郵送で申請
②スマートフォンで申請
③パソコンで申請

開所式でのテープカットの様子 ■問合先　子育て支援センターはっぴぃ　☎25 ・2555
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カルムのひろば

０歳～
未就園児

※各回活動費として親子で100円必要です。　
■申込・問合先　にじいろ電車代表  岩井
　カルム五條（内線289）
メール　niziirotrain@gmail.com
※初めての参加者は事前に連絡してください。

にじいろ電車

切り取って保管しましょう

　

大
人
も
子
ど
も
も
ホ
ッ
と
で

き
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
に
じ

い
ろ
電
車
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

12/21
（木）

ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
よ
う
！

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

１/18
（木）

あ
や
の
台
チ
ル
ド
レ
ン

セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に
行
こ
う
！

■
場
所　

あ
や
の
台
チ
ル

　

ド
レ
ン
セ
ン
タ
ー　

（
橋
本
市
あ
や
の
台
２
丁
目
30-

１
）

※

現
地
集
合

■
時
間　

10
時
15
分
〜

12/14
（木）

交
通
安
全
教
室

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
時
間　

10
時
30
分
〜

９時〜 16 時 急病患者の応急処置

応急を要する
内科・小児科
の軽易な診療

 

 

五條市応急診療所
☎２４・００９９ 

野原西 5丁目 2－59

土・日・祝日夜間
※受付21時30分まで

１８時～２２時

■■問合先　問合先　カルム五條カルム五條

※保険証を持ってきてください。
※担当医の専門性や患者の年齢、症状に
より、二次救急医療機関の診療をお勧
めする場合があります。受診前に電話
で確認してください。
※マスクを着用して来てください。

 

 

☎0744・22・9683 

橿原市畝傍町９－１
毎日夜間・深夜

橿原市休日夜間応急診療所

応急を要する

小児科の診療

21時30分～６時

12⽉・１⽉ 休⽇の救急診療・在宅当番医
   １２月３日（日） １０日（日） １７日（日） ２３日（土・祝）

２４日（日）

須恵 2丁目１－25
山田医院

☎２２・２０３９

新町２丁目３－８
槇野医院

☎２２・２００４

野原西４丁目９-25
中谷内科医院
☎２２・３６８３

中之町１６１７－１
田畑医院

☎２５・１２１１

中之町１７７１－３３
杉崎医院

☎２４・０００３

２９日（金）

須恵２丁目６－２１
足立医院

☎２５・３９３９

岡口１丁目２－２２
右馬医院

☎２２・２２８１

３０日（土）

須恵 2丁目１－25 
山田医院

☎２２・２０３９

３１日（日）

■問合先　カルム五條（内線 290）

   １月１日（月・祝） ２日（火） ３日（水） ７日（日）

８日（月・祝）

本町１丁目７－23
後藤医院

☎２２・２６９５

窪町１２６－１
前防医院

☎２２・２０７２

中之町１６１７－１
田畑医院

☎２５・１２１１

二見４丁目２－４
寒川医院

☎２２・２１２０

１４日（日）

五條 1丁目７－５
辻田クリニック
☎２５・４１４５

２１日（日） ２８日（日）

野原西４丁目９-25
中谷内科医院
☎２２・３６８３

中之町１７７１－３３
杉崎医院

☎２４・０００３

　

赤
ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
に
優
し
い
泡
立
て
・

洗
い
方
・
薬
の
塗
り
方
等
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

ぜ
ひ
親
子
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
で
き
る

■
日
時　

12
月
14
日
（
木
曜
日
）

▼
第
１
部

14
時
〜
15
時
15
分

（
親
子
向
け
講
座
）

▼
第
２
部

15
時
30
分
〜
16
時
50

分
（
専
門
家
向
け
講
座
）

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
講
師　

大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

井
上
徳
浩
先
生

■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

▼
第
１
部　

乳
児
湿
疹
・
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
・
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
に
悩
む
親
子
等
先
着
20
組

▼
第
２
部
、
専
門
家
等
先
着
40
人

■
持
ち
物　

①
普
段
使
っ
て
い
る

軟
膏
（
あ
る
人
の
み
）②
タ
オ

ル
③
空
の
５
０
０
ml
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
２
本
④
洗
面
器

■主催・申込先
NPO法人アレルギーを考える母の会
大阪狭山食物ｱﾚﾙｷﾞｰ･ｱﾄﾋﾟｰｻｰｸﾙSmile・Smile
メール　smile2525sayama@gmail.com
■問合先　カルム五條（内線 289）

ス
キ
ン
ケ
ア
と

 

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策■

申
込
方
法　

メ
ー
ル
で
次
の
よ

う
に
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。①
件
名
に
「
12
月
14

日
申
し
込
み
」
と
記
入
②「
第

１
部
」「
第
２
部
」
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
③
参
加
希
望
人
数
④

参
加
者
全
員
の
名
前
⑤
電
話
番

号
⑥
子
ど
も
の
年
齢
⑦
何
か
質

問
が
あ
っ
た
ら
記
入

※

24
時
間
経
過
し
て
も
返
信
が
な

い
場
合
は
再
度
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

12
月
11
日
（
月
）

QRコードで
メールアドレス
を入力できます。

今井２丁目 2－12
岩井内科

☎２６・１２１２
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■問合先　カルム五條

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
高
齢
者
の
発
病

予
防
や
、
重
症
化
の
防
止
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
希
望
者
は
次
の
と
お
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
対
象
者　

市
内
に
住
民
票
が
あ
り
次
に
該
当
す

る
人

①
接
種
時
満
65
歳
以
上
の
人

②
接
種
時
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
日
常
生
活
が
極
度
に

制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
H
I
V
に
よ
り
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
程
度
の
障
害
が
あ
る
人

■
接
種
期
間　

１
月
31
日
（
水
）
ま
で

■
自
己
負
担
金　

１
５
０
０
円

※

残
り
の
費
用
は
公
費
で
負
担
し
ま
す
。（
生
活

保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
は
自
己
負
担
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
。）

■
実
施
方
法

▼
市
内
の
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
で
申
し
込
み
、

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
カ
ル
ム
五
條
で
手
続
が
必
要
で
す
。

※

西
吉
野
支
所
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條
（
内
線
２
８
９
）

高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
助
成
し
ま
す

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

も
う
受
診
し
ま
し
た
か

 

５
年
に
１
度
の
骨
の
健
康
診
断

　

40
代
か
ら
徐
々
に
骨
量
は
減
っ
て
い
き

ま
す
。
骨
に
と
っ
て
よ
り
良
い
生
活
習
慣

を
知
る
こ
と
で
、
未
然
に
骨
粗
し
ょ
う
症

を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、

55
歳
、
60
歳
、
65
歳
の
女
性
（
先
着
30
人
）

※

対
象
者
に
は
４
月
下
旬
に
案
内
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

※

平
成
30
年
４
月
１
日
ま
で
に
対
象
年
齢
に
な
る

人
を
含
み
ま
す
。

※

次
の
人
は
検
診
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

▼
妊
娠
中
の
人

　

▼
骨
粗
し
ょ
う
症
を
治
療
中
の
人

■
検
査
場
所　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

紀
北
分
院　
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
妙

寺
２
１
９
）

■
検
査
方
法　

機
械
を
使
用
し
、
腰
の
骨
と
股
関

節
の
骨
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
し
ま
す
。
検
査
時

間
は
約
20
分
で
す
。

■
検
査
時
期　

▼
12
月
13
日
（
水
）　

定
員
５
人

▼
12
月
27
日
（
水
）　

定
員
５
人

※

詳
し
い
時
間
等
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
検
査
費
用　

１
０
０
０
円

■
申
込
・
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條　
（
内
線
２
９
０
）

１月
31日まで

今年度
最終募集

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

　

予
防
し
よ
う

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は

非
常
に
強
く
、
短
期
間
に
多
く
の

人
に
感
染
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
の
た
め
手
洗
い
と
せ

き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　
「
か
か
ら
な
い
」、
か
か
っ
て
も

「
う
つ
さ
な
い
」
こ
と
が
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
に
は
大
切
で
す
。

■
問
合
先　

カ
ル
ム
五
條

　
（
内
線
２
８
９
）

③十分な休養と
　栄養ﾊﾞﾗﾝｽのとれた食事

マスクがなくても口と鼻
をティッシュでカバー

①しっかり手洗い

④適度な湿度の保持

②きちんとマスク

スクがなくても口と

　

12
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
シ

ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
。

ズ
ン
に
な
り
ま
す

予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

ん
。

の
人

附
属
病
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流
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l

英語コミュニケーション

英語
コミュ

ニケー
ション

第 103 回

こんにちは、　

谷 ローシダイトです

          Nowadays, traveling is easier than it was some 
years ago. Visiting a foreign country is like moving 
around in your own.  On the other hand, travelling 
abroad allows you to know traditions and customs 
different from yours, and this may turn out to be a 
fascinating and captivating experience, especially for 
kids.
          Touching the topic of Filipino culture, tourists 
can’t help but love the Philippines because of its vibrant 
and rich culture. Filipinos have deep-rooted values that 
can be seen in the way they live their lives.  Filipino 
people practice a culture rich in ethnic dance, language 
and food. Similar to Japanese people, Filipinos have also 
exotic meals and festivals of dance and celebration.  
These cultures have over the years given the Philippines 
a unique identity. Food and bonding with family and 
friends are very important parts of Philippine life. (Take 
note:  Filipinos eat meals five times a day).  No 
gathering would be complete without the "Lechon" and 
many other Filipino delicacies that we enjoy. In the 
Philippines, you cannot visit a home without being 
offered food and drink, especially during the town 
fiestas and festivities. Filipinos are gentle, friendly and 
cheerful people. They are famous not only for their 
warmth and hospitality, but also for their close family 
ties.
       Wherever you go in the world, consider the best 
place to be in the Philippines. Not just for the beaches 
or fiestas, but for the genuine warmth and friendliness 
of Filipino people; this  makes the Philippines “More 
Than A Place To Visit"

　今日、旅行は数年前より容易にできるようになりました。
海外でも国内でも旅行というのは同じようなことですが、
海外旅行をすると、また違った伝統や習慣を知ることがで
きます。これは、特に子どもたちにとって、魅力的で心を
とらえる体験になるかもしれません。

　フィリピンの文化のことをお話しさせて頂きますと、フ
ィリピンを訪れる人は、その活気に満ちた豊かな文化によ
って、フィリピンを愛さずにはいられなくなります。フィ
リピン人は、彼らの生活に深く根付いた価値観を持ってい
ます。そして、その豊かな文化は民族舞踊や言語、食に表
れています。日本人と同様に、フィリピン人にもエキゾチ
ックな食事や踊りや祝祭があります。何年もかけて、これ
らの文化がフィリピンを個性豊かな国にしてきました。食、
それに家族や友人との絆は、フィリピンの生活には非常に
大切なものです。（フィリピン人は一日に５回食事をしま
す。）私たちが楽しむ「レチョン（Lechon、フィリピンな
どの地域で食される豚の丸焼き）」や、ほかの多くのフィ
リピンの珍味なしに、（家族や友人が）集まったりするこ
とはありません。特に町の祝い事や祭りの時に訪れると、
必ず食べ物や飲み物が振る舞われます。フィリピン人は優
しく、友好的で、明るい人々です。その温かさとおもてな
し精神だけではなく、家族の繋がりが強いということもフ
ィリピン人のすばらしいところです。

　世界のどこに行くにしても、フィリピンも最適な場所の
一つと考えてくださいね。ビーチやお祭りだけでなく、本
物の温かさと親しみやすさが、フィリピンを「ただ訪れる
だけの場所ではない」としている所以です。

The Philippines: More Than Just A Place To Visit フィリピン：ただ訪れるだけの場所ではない

“fiesta（フィエスタ）” は英語の “festival（フェスティバル）” と言
う意味で、フィリピンの主要な文化的、宗教的な行事の一つです。
スペインの影響を受け、その後フィリピンに根付きました。フィ
エスタは、それぞれの町で異なる月に祝われ、それらは、“Town 
Fiesta（タウン・フィエスタ）” として知られています。

図書館

図書館HP
蔵書検索

図
書
館
だ
よ
り

お
知
ら
せ

■
問
合
先　

市
立
図
書
館

☎
２
２
・
４
１
３
３
（
水
曜
休
館
）

新
刊
本
棚

12 月

　

西
南
戦
争
で
西
郷
隆
盛
の
首

を
発
見
し
た
陸
軍
軍
人
・
千
田

文
次
郎
と
、
大
久
保
利
通
を
暗

殺
し
た
島
田
一
郎
。
異
な
る
道

を
歩
ん
だ
元
加
賀
藩
士
2
人
の

生
き
様
か
ら
「
維
新
」
と
「
武

士
の
世
の
終
わ
り
」
を
描
く
。

谷
山
彩
子
／
作　

あ
す
な
ろ
書
房

伊
東　

潤
／
著

K
A
D
O
K
A
W
A

　

何
か
を
成
し
と
げ
た
人
々
が

残
し
た
名
言
を
、
言
葉
が
生
ま

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
紹

介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
た
ち
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
、
名
言
を
読
み
解

く
ヒ
ン
ト
も
掲
載
。

山
本
博
文
／
編
著　

悟
空
出
版

佐
藤
正
久
／
著　

シ
ー
ア
ン
ド
ア
ー
ル
研
究
所

心に響く
あの人のことば 

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

小学生でもわかる
国を守るお仕事
そもそも事典

西郷の首

文様えほん

押
谷
由
夫
／
監
修

学
研
教
育
出
版

茂
市
久
美
子
／
作　

講
談
社

新

図
書

館
司

書

　

お
ス

ス
メ

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

魔女バジルと
闇の魔女

おねえちゃんって
いっつもがまん !?
い
と
う
み
く
／
作　

岩
崎
書
店

元号
手縫いで楽しむ
きんちゃくと
ポーチとがまぐち

お
知
ら
せ

お年
末
の
特
別
貸
出

■
期
間

　

12
月
15
日
（
金
）
〜

　

１
回
に
10
冊
ま
で
、

４
週
間
貸
出
し
し
て
い

ま
す
。

すーくん
五條市立
図書館

c

“fiesta’’ which is means festival, is one of the main cultural and 
religious events in the Philippines. The celebration of fiesta is 
one of the influences of Spain that has taken root in the 
Philippines. They are celebrated by every town in different 
month within a year, known as the Town Fiesta.

さ
い

え
ほ
ん
の
と
び
ら

 

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

12
月
16
日
（
土
）

 

　

10
時
〜

ぬ
い
ぐ
る
み
の

 

お
と
ま
り
か
い

　

12
月
16
日
（
土
）

 

　

11
時
〜

※

参
加
を
希
望
す
る
人

は
電
話
か
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

お
は
な
し
会

　

12
月
24
日(

日)
 

　

10
時
30
分
〜
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和
歌
山
へ
の
旅
は
興
味
津
々
た
る
も
の
で

あ
っ
た
。
８
月
31
日
、
我
々
は
和
歌
山
を
発
っ

て
奈
良
へ
行
っ
た
。
最
も
美
し
い
谷
間
を
２
日

に
わ
た
っ
て
人
力
車
で
行
く
の
で
あ
っ
た
。

我
々
の
日
本
の
旅
で
こ
こ
程
魅
力
に
富
ん
だ
い

い
景
色
の
多
い
所
は
他
に
無
か
っ
た
。
晩
方
、

我
々
は
大
和
の
国
の
五
條
と
い
う
町
へ
着
い
た
。

川
に
沿
う
路
の
途
中
で
、
私
は
そ
の
外
観
は
コ

ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
河
の
上
流
に
お
け
る
段
丘
と
ま

っ
た
く
同
じ
だ
が
、
原
因
は
ま
る
で
異
な
る
正

式
な
段
丘
構
成
を
見
た
。
五
條
で
は
、
一
軒
の

家
が
建
て
ら
れ
つ
つ
あ
っ
て
、
あ
た
か
も
部
屋

の
天
井
が
い
か
に
支
持
さ
れ
る
か
が
見
ら
れ
た
。

人
は
杉
板
の
の
っ
て
い
る
細
い
垂
木
が
、
よ
し

ん
ば
、
い
か
に
杉
板
が
薄
い
に
せ
よ
、
そ
れ
ら

を
支
え
る
に
は
あ
ま
り
に
弱
い
こ
と
に
気
が
つ

く
。
（
略
）
五
條
で
私
は
、
消
防
小
屋
の
写
生

を
し
た
。
ポ
ン
プ
（
注
・
江
戸
か
ら
明
治
時
代

に
用
い
ら
れ
た
消
火
用
具
・
竜
吐
水
の
こ
と
）

が
屋
根
の
下
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
、
乾
燥
し

て
ひ
び
が
入
っ
て
い
る
の
で
火
事
に
際
し
て
使

用
す
る
と
、
木
に
水
が
し
み
込
む
ま
で
は
驚
く

ほ
ど
、
水
が
各
方
面
へ
ほ
と
ば
し
り
出
る
。

（
略
）
我
々
は
、
朝
五
條
を
発
ち
、
一
日
中
気

持
ち
よ
く
人
力
車
を
走
ら
せ
た
後
、
６
時
、
奈

良
に
着
い
た
。…

（
『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』

よ
り
）　

（
文
）
館
長
・
学
芸
員　

川
村 

優
理

入社３年目金属エッチング事業部 枩本真典

やりがいを持って仕事に取り組める職場です。

　幅広い年代の社員が、明るく元気に前向きに働いています。

当社は写真法を用いて金属板をエッチング加工し、電子

部品を中心に様々な業界で採用いただいております。

五條市の元気な企業と従業員 FILE.030 東洋精密工業株式会社 五條工場
このコーナーでは市内の企業と、そこで働く若者を紹介。市内での就職を促進し、元気なまちづくりをめざします。

東洋精密工業株式会社 五
條工場（近内町 1104-7 南大

和テクノタウン内）

☎０７４７・２６・５７５
８

■問合先 企業観光戦略課（内線 215）

月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）　入館料（大人300円、小人200円）　■藤岡家住宅☎22・4013（近内町526）
　
　

正
６
年
（
１
９
１
７
年
）
、
今
か
ら
ち
ょ

う
ど
百
年
前
、
「
日
本
そ
の
日
そ
の
日
」

（
J
a
p
a
n 

D
a
y 

b
y 

D
a
y
）
と
い

う
本
が
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
著

者
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
。
ア
メ
リ
カ

の
動
物
学
者
で
す
。
モ
ー
ス
は
標
本
の
採
集
の

た
め
に
日
本
に
訪
れ
、
東
京
帝
国
大
学
で
教
え

た
り
し
な
が
ら
、
日
本
中
を
旅
行
し
て
、
日
本

の
人
類
学
、
考
古
学
の
基
礎
を
作
り
ま
し
た
。

東
京
大
学
の
生
徒
た
ち
と
大
森
貝
塚
を
掘
っ
た

こ
と
や
、
縄
文
土
器
と
い
う
名
前
の
由
来
と
な

る
（
c
o
r
d 

m
a
r
k
e
d 

p
o
t
t
e
r
y
）

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
な
ど
、
モ
ー
ス
が

明
治
か
ら
大
正
時
代
の
日
本
に
残
し
た
功
績
は
、

数
々
あ
り
ま
す
。

　
　

の
モ
ー
ス
が
、
明
治
15
年
、
同
じ
く
ア
メ

リ
カ
人
の
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
哲
学
者
、
東
洋
美
術

研
家
）
、
ビ
ゲ
ロ
ー
（
医
師
、
東
洋
美
術
研
究

家
）
ら
と
駅
馬
車
を
使
っ
て
陸
路
で
関
西
へ
出

発
。
和
歌
山
か
ら
奈
良
、
京
都
は
、
人
力
車
で

旅
し
ま
し
た
。
そ
の
途
中
、
五
條
に
一
泊
し
て

い
る
こ
と
が
「
日
本
そ
の
日
そ
の
日
」
に
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、
一
部
を
引
用
し
ま
す
。

見取り図案内其の一〇八

◎
展
示
案
内　

12
月
22
日（
金
）ま
で　

「
井
上
内
親
王
生
誕
１
３
０
０
年
」／

モ
ー
ス「
日
本
そ
の
日
そ
の
日（
J
A
P
A
N

 

D
A
Y 

B
Y 

D
A
Y
）」出
版
百
年

Matsumoto Masanori

「

モースの書いた「五條」

大

…

そ

さ
い
さ
い

会社概要
内容　フォトエッチング加工会社として創業して以来、
フォトリソグラフィ技術をコアとし、その周辺技術を
複合的に組み合わせたサービスを提供しています。
代表者　　代表取締役会長　石井　昌
操業年月日　　平成２７年８月（創業 47年目）
従業員　270 人（うち、五條工場 70人）（平成 29年 10 月 31 日現在）

ば
ん
が
た

モ
ー
ス
が
描
い
た「
五
條
の
消
防
小
屋
」（
写
真
上
）

「
人
力
車
に
の
っ
て
い
る
自
画
像
」（
写
真
下
）

た
る
き

り
ゅ
う
ど
す
い

　五條工場は最新鋭の設備を導入することで、いままで不可能で

あった製品にも対応しており、これからも電子部品業界の発展に寄

与していきたいと考えております。
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▼歳入決算額の内訳
一般会計歳入

市税 
 33億6,694万円
(16.1%)

繰入金 3,804万円 (0.2%)

繰越金 2億6,965万円
 　　　　(1.3%)　

分担金及び負担金
  5億5,156万円
 (2.6%)

使用料及び手数料
 3億3,491万円(1.6%)

諸収入等 4億6,442万円
(2.2%)

地方交付税
 74億2,642万円
 (35.5%)

交付金等
8億3,268万円
(3.9%)

      国庫支出金
21億532万円21億532万円

(10.1%)(10.1%)

県支出金 金 
 16億4,167万円 16億4,167万円

(7.9%)(7.9%)

市債
38億9,100万円

(18.6%)

決
算
を

 
報
告
し
ま
す

　

五
條
市
の
各
会
計
の
平
成
28
年
度
決
算
が
、
平
成
29
年
五

條
市
議
会
第
３
回
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
た
税
金
や
、
地
方

交
付
税
な
ど
の
収
入
が
ど
れ
だ
け
入
っ
て
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
市

税
は
増
加
し
た
も
の
の
地
方
交
付
税
や

国
庫
支
出
金
等
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
歳
入
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
歳
出
で
、

新
体
育
館
建
設
事
業
費
等
の
普
通
建
設

事
業
費
等
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
更
に
有
利
な

財
源
の
活
用
や
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
、

産
業
や
観
光
の
振
興
、
学
校
教
育
の
強

化
・
推
進
な
ど
、
市
民
の
安
心
・
安
全

の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支

え
、
ま
ち
を
元
気
に
す
る
事
業
を
積
極

的
に
進
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
誰
も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た

と
思
え
る
、
魅
力
と
活
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
推
進
の
た
め
、
将
来
を
見
据

え
、
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成28年度一般会計決算
▼歳入総額　２０９億２，２６１万円

▼歳出総額　２０４億５，６３６万円

▼実質収支　３億８，５０９万円の黒字決算
※実質収支は歳入歳出差引額から次年度への繰越事業の財源を差し引
いたもの。

▼市税決算額と市税の内訳

扶助費
28億9,802万円
(14.2%)

普通建設事業費
30億1,009万円

(14.7%)

物件費  　
26億8,074万円
　　　（13.1%)

   補助費等
33億1,600万円
(16.2%)

税  目 決 算 額 

市 民 税 13億5,681万円 

固定資産税 15億8,240万円 

軽自動車税 1億1,557万円 

市たばこ税 1億8,663万円 

都市計画税 1億2,553万円 

市税合計 33億6,694万円 

（特定目的基金：地域振興基金など８基金）
【基金】特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立て、または定額の資金
を運用するために設けられる資金または財産。

▼主な基金の状況

市民税
 40.3%

固定資産税
47.0%

軽自動車税
3.4%

市たばこ税 5.6% 都市計画税 3.7%

33 億
6,694 万円

市税合計

※市税のうち、目的

税である都市計画

税は、公園等の整

備運営や計画的な

まちづくり推進な

ど都市計画事業に

要する経費に充て

ています。

▼市債残高の状況

【市債】多くの財源が必要な事業等のために、市が、政府・地方公共団体金融機構・銀行
などから調達する長期の借入金。

基 金 名 平成２６年度 平成２７年度 

財政調整基金 29億 4,700万円 25億 4,540万円 

減債基金 2億 9,683万円 2億 9,643万円 

特定目的基金 24億   558万円 23億 3,763万円 

合 計 56億 4,941万円 51億 7,946万円 

平成２８年度 

25億 4,670万円 

2億 9,673万円 

23億 6,740万円 

52億 1,083万円 

会 計 名  平成２６年度 平成２７年度 

一般会計  264億 3,321万円 240億 4,079万円 

特別会計合計 88億 1,251万円 99億 6,078万円 

水道事業会計 11億 7,675万円 15億 492万円 

合 計 364億 2,247万円 355億 649万円 

平成２８年度 

252億 4,298万円 

94億 2,858万円 

13億 3,728万円 

360億 884万円 

総務費
 19 億 7,390 万円
（9.7％）

0％）

す

一般会計歳入
209億 2,261 万円

依
存
財
源

　
76
.0％
　　自主財源　

24.0％

万

   国庫支出金
21億532万円

(10.1%)

県支出金 
 16億4,167万円

(7.9%)

前年度決算額との比較 ～歳入～
　前年度と比べて総額で1.9％減少しました。

　自主財源（市が自主的に得られる財源）では、

市税が固定資産税や軽自動車税等の増加により

3,504万円（1.1％）増加、諸収入等では建物総合

損害共済金等の増加により2億3,227万円

（100％）増加しました。一方、繰越金が2億897

万円（43.7％）減少したほか、使用料及び手数料

が1,699万円（4.8％）減少しました。

　依存財源（国や県から交付され、また国等から

借り入れる財源）では、県支出金が農林振興事業

補助金等の増加により4億5,947万円（38.9％）増

加したほか、地方交付税等が2億６,909万円

（3.5％）の減少、国庫補助金等の減少により国庫

支出金が6億5,734万円（23.8％）減少しました。
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   国庫支出金
21億532万円

(10.1%)

県支出金 
 16億4,167万円

(7.9%)

▼歳出決算額の内訳（目的別）

一般会計歳出

   人件費
27億7,232万円
(13.5%)

公債費
29億4,534万円
(14.4%)

扶助費
28億9,802万円28億9,802万円
(14.2%)(14.2%)

普通建設事業費
30億1,009万円30億1,009万円

(14.7%)(14.7%)

物件費  　費  　
26億8,074万円26億8,074万円
　　　（13.1%)　　　（13.1%)

積立金 7,406万円(0.4%)

災害復旧事業費
9,748万円(0.5%)

貸付金 116万円(0.0%)

      補助費等
33億1,600万円33億1,600万円
(16.2%)(16.2%)

維持補修費
7,040万円　
(0.3%)  　

繰出金
25億9,075万円

(12.7%)   

一般会計歳出
204億 5,636 万円

義務
的
経
費
　
　
　
　
　
　

  　 投資的経費　
     
    

   
消
費
的
経
費
   
   
   
 そ

の他
の経費

▼会計別決算

▼水道事業会計

会 計 名 収 入 済 額 支 出 済 額 実 質 収 支 

一 般 会 計 209億2,261万円 

特
別
会
計 

国民健康保険 

簡易水道 

下水道事業 

墓地事業 

介護保険 

大塔診療所 

農業集落排水事業 

後期高齢者医療 

特別会計合計 

204億5,636万円 

106億6,958万円 

4億1,321万円 

407万円 

3,588万円 

36億5,275万円 

2,217万円 

11億2,352万円 

4億4,509万円 

49億7,289万円 

407万円 

3,588万円 

35億9,649万円 

247万円 

11億2,339万円 

4億3,307万円 

48億6,099万円 

104億6,912万円 

4億1,276万円 

 

 

 

 

 

水道事業会計 

収益的収支 

収 入 8億5,006万円 当年度純利益 

支 出 8億2,147万円 2,358万円 

▼歳出決算額の内訳（性質別）

議会費
1億 5,544 万円（0.8％）

総務費総務費
 19 億 7,390 万円 19 億 7,390 万円
（9.7％）（9.7％）

民生費
53億 8,533 万円
（26.3％）

衛生費
30億 1,118 万円
（14.7％）

農林業費
13億 7,694 万円（6.7％）

商工費
 2 億 3,425 万円（1.1％）

土木費  
25 億 5,262 万円（12.5％）

0％）0％）

災害復旧費
8,599 万円（0.4％）

公債費
29億 4,534 万円
　　　　（14.4％）

　

主
な
財
政
指
標
で
あ
る
財
政
力

指
数
は
、
０
．
０
０
４
の
増
と
若

干
増
加
し
ま
し
た
。
経
常
収
支
比

率
は
、
普
通
交
付
税
等
の
減
少
や
、

公
債
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
96
．

９
％
と
な
り
４
．
１
％
高
く
な
り

ま
し
た
。

財
政
の
状
況

【実質赤字比率】　一般会計等の実質赤字額が標準財政規模に占める

割合

【連結実質赤字比率】　全ての会計を連結した実質赤字額が標準財政

規模に占める割合

【実質公債費比率】　公債費（借金返済のための経費）が標準財政規

模に占める割合

【将来負担比率】　将来負担すべき債務が標準財政規模に占める割合

※標準財政規模：地方公共団体が自由に使える財源の標準的な規模

【資金不足比率】　公営企業の資金不足額が事業規模に占める割合

（ 資金不足比率の基準値の名称は「経営健全化基準」といいます。）

▼主な財政指標

▼財政健全化判断比率および資金不足比率 （単位：％）

指 標 名 
 
 

平成 
28年度 

平成  
26年度  

早期健全 
化基準  

財政再生 
基準 

実質赤字比率  黒字 黒字  13.20  20.00 

連結実質赤字比率  黒字 黒字  18.20  30.00 

(3 年平均)   13.9 15.4  実質公債費

比率 (単年度)  14.3 14.8  
25.0  35.0 

健全化 

判断比率 

将来負担比率  126.0 125.3  350.0   

資金不足比率  黒字 黒字  20.0 (経営健全化基準)

平成
27年度

黒字

黒字

14.1

12.8

119.7

黒字

【財政力指数】　行政サービスに必
要な財源をどの程度自力で調達で
きるかを表す指標。

【経常収支比率】　税金や普通交付
税など毎年見込まれる収入に対す
る毎年必要な経費の割合。

【実質収支】　歳入と歳出の差引額
から、翌年度に繰り越す事業の財
源を差し引いた実質的な差額。

指 標 名 平成 
２８年度 

平成 
２６年度 

財政力指数 
(3年平均) 0.351 0.348 

経常収支比率 (％) 96.9 97.5 
一般会計実質収支 
    (百万円) 385 330 

平成 
２７年度 

0.347

92.8 

606 

1億1,190万円

3億8,509万円

1,202万円

5,626万円

45万円

1億8,063万円

総務費
 19 億 7,390 万円
（9.7％）

教育費  
12 億 1,955 万円（6.0％）

扶助費
28億9,802万円
(14.2%)

物件費  　
26億8,074万円
　　　（13.1%)

   補助費等
33億1,600万円
(16.2%)

万消防費 15億 1,582 万円（7.4％）

前年度決算額との比較 ～歳出～
 　前年度と比べて総額で1.0％減少しました。
　義務的経費では、退職者の減少により人件費が2
億5,072万円（8.3％）減少し、公債費は消防庁舎
建設事業等に係る市債の元金償還の開始等により
8,346万円（2.9％）の増加となりました。
　投資的経費では、新体育館建設事業の終了など
により普通建設事業費が5,337万円（1.7％）減少
しました。
　消費的経費では、南奈良総合医療センター建設
事業終了により、補助費等が4,260万円（1.3％）
の減、物件費では、ふるさと応援寄附金業務委託
料等の増加に伴い8,238万円（3.2％）の増加とな
りました。
　その他の経費では、国民健康保険特別会計への
繰出金の減等により繰出金が1億9,587万円
（7％）減少しました。

普通建設事業費
30億1,009万円

(14.7%)
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平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

42.5歳 309,000円 374,400円 

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況 (普通会計決算）

総   括

職員の平均給料月額、初任給等の状況

（１）職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成 29年 4月 1日現在）

■問合先　秘書課人事係（内線 205、239）

五條市職員の給与などの
状況をお知らせします

（３）特殊勤務手当（普通会計）

（４）時間外勤務手当（普通会計）

職員の手当の状況
（１）期末・勤勉手当の状況（平成 28年度）
　　　　　　　　　　　　※支給率は国と同じ

　市民の皆さんに、市職員の給与等の現状につい
て知っていただくため、次のとおり公表します。

（２）職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成29年4月1日現在）

①一般行政職 ②技能労務職

（２）退職手当の状況（平成 28年度）
　　　　　　　　　　　　※支給率は国と同じ

区分 
住民基本台帳人口 

（平成29年1月1日） 
歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 

人件費率 

（Ｂ／Ａ） 

(参考)27年度の

人件費率 

28年度 31,911人 20,421,678千円 2,980,667千円 14.6％ 15.6％ 

※人件費には、特別職・議員に支給する給料・報酬などを含みます。

※普通会計とは、五條市の場合、一般会計と墓地事業特別会計及び大塔診療所特別会計を含めた数値で、その他の特別会計や水道事業会計を除いたものです。

区分 職員数（Ａ） 
給与費 一人当り 

給与費(B/A) 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 

28年度 353人 1,312,192千円 209,177千円 488,116千円 2,009,485千円 5,693千円 

※職員手当には退職手当を含みません。　※職員数は、平成 28年 4月 1日現在の人数です。

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

51.4歳 318,100円 355,800円 
※「平均給料月額」とは、平成 29年 4月 1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

※「平均給与月額」とは、平均給料月額と毎月支払われる諸手当（扶養手当、住居手当、時間外勤務手当など）との合計額の平均です。

       経験年数 
区分 初任給 10～15年未満 15～20年未満 20～25年未満 25～30年未満 

一般行政職 
大学卒 178,200円 245,200円 304,800円 347,800円 375,600円 

高校卒 146,100円 230,200円 260,200円 308,500円 349,800円 

技能労務職 高校卒 146,100円 該当者なし 289,400円 311,200円 該当者なし 

注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です（前職がある場合は前職での経験年数を加味しています）。

期末手当 勤勉手当 1人当たり平均支給額 

2.60月分 1.70月分 1,410千円 

※退職手当の 1人あたり平均支給額は、平成 28年度に退職した
　全職種に係る職員に支給された退職手当の平均額です。

支給実績（28年度実績） 866千円 

支給職員 1 人当たり平均
支給年額 

33,308円 

職員全体に占める手当支給
職員の割合 7.4％ 

手当の種類（手当数） 5 区分 自己都合 応募認定・定年 

支
給
率 

勤続 20 年 20.445月分 25.55625月分 
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分 
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分 
最高限度 49.59 月分 49.59 月分 

その他の加算措置 定年前早期退職特別措置（2～45%） 

1 人当たりの平均支給額 10,267千円 20,039 千円 

支給実績（28年度実績） 94,341千円 

支給職員 1人当たり平均支給年額 370千円 

支給実績（27年度実績） 97,106千円 

支給職員 1人当たり平均支給年額 375千円 
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職員数の状況（平成 29年 4月 1日現在）

（２）年齢別職員構成の状況

（５）その他の手当（普通会計）

特別職の報酬等の状況（平成 29年 4月 1日現在）

（１）部門別職員数の状況と増減

　職員数は一般職に属する数　　※〔　〕内は条例定数の合計

増減理由　定年退職者 14人、応募認定退職者 2 人、自己都合等退職者８ 人、計 24人

　　　　　新規採用者 26人

手当名 内容および支給単価 国の制度 
との異同 

支給実績 
（28年度） 

支給職員平均 
支給年額 

扶養手当 
同じ 36,085 千円 222,747 円 

住居手当 借家・借間居住者 最高限度額 27,000 円 
持ち家居住者 1,000 円 新築・購入後 5 年間 2,500 円 一部異なる 10,511千円 77,859 円 

通勤手当 
交通機関利用者は 55,000円まで全額支給。最高限度額 55,000
円。自動車等使用者 2km 未満は不支給、2km 以上は距離に

より 2,000 円～31,600 円支給 
同じ 23,664 千円 86,681 円 

管理職手当 給料の月額に対し 部長級 12.5% 次長級 11.5% 
課長級 9.5％ 課長補佐級 7.5% 異なる 41,760 千円 435,000 円 

区分 給料月額等 
期末 
手当 

退職手当 
算定方式 支給時期 

給
料
・
報
酬 

市長 811,000円  
3.10月 

給料月額×在職月数×54/100 
任期満了、もしくは退
職または死亡した時 

副市長 684,000円  給料月額×在職月数×31.5/100 

教育長 606,000円  給料月額×在職月数×27/100 
議長 538,000円 

3.25月  副議長 469,000円 
議員 418,000円 

区 分 
部  門  

職員数 対前年 
増減数 平成 28年 平成 29年 

普 
通 
会 
計 
部 
門 

一
般
行
政
部
門 

議会  4 0 
総務 74 2 
税務  18 0 
労働  0 0 
農林水産 30 △2 
商工  7 1△ 
土木 43 3  
民生 98 2 
衛生  41 

2 小 計 315
△2 

教育部門  41 1  
普通会計合計  356 3  

会公 
計営 
部企 
門業 
等 

水道  17 △1 
下水道 5 0  
その他  25 0  

小 計 47 △1 

合 計 
403
〔475〕 

2  
〔0〕 

4 
72 
18 
0 
32 
8 
40 
96 
43 
313
40 
353 
18 
5 
25 

48 

401
〔475〕 

公平委員会の状況（平成28年度） 

区分 職員数 
20歳未満 4 
20歳～23歳 24 
24歳～27歳 33 
28歳～31歳 44 
32歳～35歳 16 
36歳～39歳 28
40歳～43歳 53 
44歳～47歳 46 
48歳～51歳 44 
52歳～55歳 53 
56歳～59歳 56 
60歳以上 2 
合 計 403

報告事項 件数 

勤務条件に関する
措置の要求  

０ 

不利益処分に関す
る審査請求  

０ 

配偶者10,000円、扶養親族　子8,000円（配偶者を欠く１人
目10,000円）、満16歳～満22歳の子１人につき5,000円加算、
父母等6,500円（配偶者を欠く１人目9,000円）
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おしらせ・イベント

防災トピックス

消防トピックス

■
日
時　
平
成
30
年
２
月
23
日（
金
）

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

■
参
加
費　

１
人
に
つ
き
３
０
０

０
円
（
バ
ス
代
・
昼
食
代
・
入

館
料
等
を
含
む
）

■
定
員　

40
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
し
ま
す
）

■
応
募
方
法　

①
名
前
（
ふ
り
が

な
）②
住
所
③
電
話
番
号
④
生

年
月
日
⑤
乗
車
地
（
五
条
駅
・

河
内
長
野
駅
・
橋
本
駅
）
を
明

記
し
、
１
月
５
日
（
金
）
ま
で

に
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※

直
接
持
ち
込
み
で
も
受
付
し
ま

す
。

※

１
申
込
み
は
最
大
２
人
で
す
。

■
主
催　

奈
良
交
通
株
式
会
社

　
（
官
公
庁
長
官
登
録
旅
行
業
第
１
６
４
６
号
）

２/23 
（金）

河
内
長
野
市
・
橋
本
市
・
五
條
市

再再再

魅
力　

   

発
見
！

 

三
市
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

　

早
春
の
金
剛
三
市
を
巡
り
、
隠

れ
た
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■申込・問合先　河内長野市・橋本市・五條市広域連携協議会事務局（五條市企画政策課内）
☎22・4001　FAX 25・0629　メール kikaku@city.gojo.lg.jp　〒637-8501  五條市本町１丁目１番１号

五条駅前発（９時）　河内長野駅前発（９時 45分）　橋本駅前発
（10時 20 分）　パイル織物資料館（橋本市）　藤岡家住宅（五條市・
昼食）　下村ベリー園（五條市・いちご狩り）　天野酒 酒蔵見学（河
内長野市・試飲あり）　解散　橋本駅で解散（17時 05 分）　 五
条駅で解散（17時 30 分）

行程表

一緒に地域の魅力を再発見！の 再

第60回第 60回五條市駅伝大会五條市駅伝大会参加チーム募集

■■■ 河魅れツま

～部門・参加資格～
▼一般の一部「各地区体協対抗｣
　（各地区在住の高校卒業以上の人、大学
生は２人以内）

▼一般の二部「スポーツクラブ・職場・
事業所対抗｣（市内に在住または勤務す
る高校卒業以上の人、大学生出場可 )

▼一般女子の部　
　市内に在住または勤務、通学する中学
卒業以上の人

▼高校生の部 「高校対抗または混合」
　市内に在住または通学する高校生
▼中学生男子の部 「中学校対抗」
　(１校３チーム以内 )　市内の中学生
▼中学生女子の部 「中学校対抗」
　(１校３チーム以内 ) 市内の中学生

野原中学校をスタート、野原中学校をスタート、
ゴールとする６区間 21キロゴールとする６区間 21キロ

■監督者会議　平成 30年１月 12日（金）19時～■監督者会議　平成 30年１月 12日（金）19時～
　中央公民館（必ず出席してください）　中央公民館（必ず出席してください）
■申込締切　12月 22日（金 )■申込締切　12月 22日（金 )
■申込・問合先　生涯学習課（内線８２２）■申込・問合先　生涯学習課（内線８２２）

平成 30年１月 21日（日） 13 時スタート（小雨決行）

地域の体協
地域の体協友人、職場で
友人、職場でチャレンジ
チャレンジしよう！
しよう！

野原中学校をスタート、
ゴールとする６区間 21キロ

地域の体協友人、職場でチャレンジしよう！

第 60回五條市駅伝大会参加チーム募集

■監督者会議　平成 30年１月 12日（金）19時～
　中央公民館（必ず出席してください）
■申込締切　12月 22日（金 )
■申込・問合先　生涯学習課（内線８２２）

五條市・五條市教育委員会五條市・五條市教育委員会
五條市体育協会主催五條市体育協会主催

起業家
支援施設 新町新町「大野屋大野屋」 ■問合先　企業観光戦略課（内線 215）問合先　企業観光戦略課（内線 215）

出店者情報！出店者情報！
■場所　新町２丁目 5番 12号（月曜休館）■場所　新町２丁目 5番 12号（月曜休館）
※駐車場は大野屋の東 100ｍ（松本燃料店敷地内）※駐車場は大野屋の東 100ｍ（松本燃料店敷地内）

　これからの季節にぴった
りのぜんざいが新メニュー
として登場しました！

町家カフェ ゆるり
喫茶スペース 展示スペース

　ｸﾘｽﾏｽやお正月のｱﾚﾝｼﾞﾒﾝ
ﾄの体験や、ｹﾞｽﾄ作家による
手作り体験ができます。

花工房サークル 12/24
（日）まで

新町「大野屋」 ■問合先　企業観光戦略課（内線 215）
出店者情報！

■場所　新町２丁目 5番 12号（月曜休館）
※駐車場は大野屋の東 100ｍ（松本燃料店敷地内）

☎090・4901・1520 ☎080・2454・1093

五條市・五條市教育委員会
五條市体育協会主催
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防災防災トピックストピックス防災トピックス

■問合先　五條消防署　☎２２・３３１０消防トピックス消防トピックス消防トピックス

■問合先　危機管理課（内線 370）

テレホンサービス
☎22・2233

冬場の閉め切った
室内では放送が聞こ
えにくくなります。
その時は同じ内容を

で聞くことができます。

防災行政無線
10 月の台風 21・22 号でも活用されました。。

※機器が正常に稼働しているか確認
　するため、毎日 17 時に「夕焼け
　小焼けのメロディー」が流れます。

■災害発生の危険性が高まった場合
➡「避難準備・高齢者等避難開始」
　「避難勧告」「避難指示（緊急）」等
■災害が発生した場合
➡「避難所情報」等を防災行政無線で
放送し、皆さんにお知らせします。

再再

第 60回五條市駅伝大会

野原中学校をスタート、
ゴールとする６区間 21キロ

■監督者会議　平成 30年１月 12日（金）19時～
　中央公民館（必ず出席してください）
■申込締切　12月 22日（金 )
■申込・問合先　生涯学習課（内線８２２）

地域の体協友人、職場でチャレンジしよう！

五條市・五條市教育委員会
五條市体育協会主催

新町「大野屋」 ■問合先　企業観光戦略課（内線 215）
出店者情報！

■場所　新町２丁目 5番 12号（月曜休館）
※駐車場は大野屋の東 100ｍ（松本燃料店敷地内）

年
末
火
災
予
防
運
動

12
月
20
日
～
31
日

　

あ
わ
た
だ
し
い
年
末
は
、
火
の
元
の
管

理
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
一
人

ひ
と
り
が
注
意
し
て
、
火
災
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
放
火
に
よ
る
火
災
を

防
ぐ
環
境
作
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

■
３
つ
の
習
慣

▼
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

▼
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

■
４
つ
の
対
策

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

▼
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。

▼
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

▼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

消
防
フ
ェ
ア
を
開
催

　

秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
、
市
内
の
保
育
所
（
園
）・

幼
稚
園
に
通
う
５
歳
児
１
９
４

人 
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
が
上

野
公
園
に
集
ま
り
、
防
火
・
防

災
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
「
火
遊
び
は
絶

対
し
ま
せ
ん
。」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
た
後
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

や
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
の
車

を
見
学
し
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や

煙
体
験
な
ど
を
行
っ
て
防
火
に

対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

秋
季
火
災
予
防
運
動
（
11
月
９
日
〜
15
日
）
に
合

わ
せ
五
條
病
院
で
消
防
総
合
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
五
條
市
消
防
団
・
奈
良
県
広
域

消
防
組
合
南
部
方
面
隊
・
五
條
消
防
署
・
大
淀
消
防

署
は
連
携
を
密
に
し
て
、
円
滑
な
消
防
活
動
を
目
的

と
し
救
助
・
救
急
・
消
火
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

消
防
法
違
反
に

　

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

11/７ 
（火）

11/６ 
（月）

消防総合訓練を実施しました

知
ら
な
い
間
に

　

近
年
、「
建
物
に
新
た
な
テ
ナ

ン
ト
が
入
居
す
る
」「
テ
ナ
ン
ト

が
入
れ
替
わ
る
」「
建
物
を
増
改

築
す
る
」
な
ど
に
よ
り
、
知
ら
な

い
間
に
消
防
法
違
反
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
多
く
な
っ
て
い
ま

　

施
設
管
理
者
や
所
有
者
、
テ
ナ

ン
ト
入
居
者
は
、
ま
ず
消
防
署
に

相
談
し
、
消
防
用
設
備
等
の
設
置

や
必
要
な
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
消
防
法
に
違
反
し
た
場

合
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

始
ま
る
公
表
制
度
に
よ
り
建
物
名

称
、
所
在
地
、
違
反
内
容
を
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
掲
載
、

ま
た
、
使
用
停
止
命
令
や
告
発
と

い
っ
た
行
政
処
分
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

合
が
あ
り
ま
す
。
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おしらせ・イベント

消
費
生
活
相
談
窓
口

相
談
事
例

電
力
会
社
を
騙
る
電
話

　

大
手
電
力
会
社
を
名
乗
り
「
電
気

料
金
が
お
得
に
な
る
プ
ラ
ン
が
あ

る
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
毎

月
の
使
用
量
・
家
族
構
成
等
を
聞
か

れ
た
後
、
「
明
日
詳
し
い
説
明
を
す

る
た
め
に
訪
問
し
た
い
」
と
言
わ
れ

承
諾
し
た
が
、
よ
く
考
え
る
と
お
か

し
い
の
で
断
り
た
い
。

助
言

　

電
力
会
社
な
ら
、
個
々
の
契
約
者

の
使
用
量
を
把
握
し
て
い
る
の
で
、

電
話
で
尋
ね
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま

せ
ん
。
電
力
会
社
と
は
関
係
の
な
い

業
者
の
機
器
の
販
売
勧
誘
だ
っ
た
と

い
う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も

「
電
気
メ
ー
タ
ー
を
新
し
い
も
の
に

取
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

言
っ
て
、
訪
問
の
約
束
を
取
り
つ
け

る
業
者
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
す
ぐ
に
承
諾

せ
ず
に
相
手
の
電
話
番
号
、
代
理
店
、

担
当
者
名
な
ど
を
聞
き
、
契
約
し
て

い
る
電
力
会
社
に
事
実
か
ど
う
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
断
り
た
い
の
に

業
者
が
訪
問
し
て
き
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
家
に
は
入
れ
ず
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
越
し
に
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口　

（
内
線
３
８
６
）毎
週
月
・
木　

10
時
〜
15
時

電
力
会
社
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

協
会
（
森
川
）

　
（
野
原
中
３
丁
目
３-

33
）

☎
・
FAX　

２
５
・
１
４
８
５

　

応
急
手
当
普
及
員
と
は
自
身
の

勤
め
る
事
業
所
や
防
災
組
織
な
ど

で
、
消
防
機
関
と
連
携
し
て
、
救

命
講
習
を
指
導
す
る
人
で
す
。
受

講
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お

り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

　

〜
２
月
２
日
（
金
）　

　

９
時
か
ら
17
時
（
３
日
間
）　

■
場
所　

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

　
（
橿
原
市
東
竹
田
町
２
２
４
番
地
の
１
）

■
申
込
方
法　

12
月
22
日
（
金
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
消
防
署

☎
２
２
・
３
３
１
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.naraksk119.jp

　

次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
日
時　

平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）

９
時
〜

■
会
場　

上
野
公
園
総
合
体
育
館

（
シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
）

■
参
加
対
象　

①
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
人
②
市
内
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
人
③

市
内
小
中
高
生
（
小
学
生
は
１

年
以
上
経
験
の
あ
る
者
に
限

る
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

12
月
22
日
（
金
）

ま
で
に
①
出
場
者
の
氏
名
（
フ

ル
ネ
ー
ム
）②
住
所
③
年
齢
④

会
社
名
（
学
校
名
）
ま
た
は
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
名
④
代
表
者
の
電

話
番
号
等
・
連
絡
先
を
記
載
し
、

郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
市
内
在
住
・

在
勤
の
人
は
個
人
参
加
も
可
）

■
種
別　

①
硬
式
シ
ン
グ
ル
ス

（
男
女
別
・
一
般
、小
中
学
生
別
）

②
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル　

シ
ン
グ
ル
ス

（
一
般
の
み
）

■
主
催　

五
條
市
卓
球
協
会

■
申
込
・
問
合
先　

五
條
市
卓
球

五
條
市
介
護
教
室

骨
盤
底
筋
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

～
こ
こ
ろ
と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
～

募　集

第
33
回

　

市
民
卓
球
大
会

　

市
民
卓
球
大
会

第
33
回

　

市
民
卓
球
大
会

あ
の
う
体
験
塾

 

ミ
ニ
門
松
を
作
ろ
う

資
料
館
で
あ
そ
ぼ
う
！

  

昔
の
お
正
月

募　集

平
成
29
年
度
年
度

 

応
急
手
当
普
及
員
講
習

応
急
手
当
普
及
員
講
習

平
成
29
年
度

 

応
急
手
当
普
及
員
講
習

１月７
日（日

）

※「成
人の日

」前日
の日曜

日

　午後１
時から

受付

　午後
１時 3

0分開
式

祝新成人

■対象者　平成９年４月２日から

  　　平成10年４月１日生まれの人

※対象者には12月上旬に案内状を送付し
ます。
※届かない場合や、本市に住民票がない参
加希望者は連絡してください。
■場　所　五條市市民会館ホール
　　　　　（本町３丁目１－13）
■問合先　生涯学習課
　　　　　（内線８１８・８２５）

五條市成人式を次のとおり開催します。

皆さんの参加をお待ちしています。

※午後 3時ごろ終了予定

第
５
回
長
屋
門
さ
き
が
け
塾

　

参
加
者
募
集

お
正
月
花
教
室

平成 30年五條市成人式

24おしらせ・イベント



広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

おしらせ・イベント
　

こ
ま
・
羽
子
板
・
双
六
・
カ
ル

タ
・
福
笑
い
等
、
古
く
か
ら
伝
わ

る
お
正
月
遊
び
を
体
験
し
ま
し
ょ

う
。

■
期
間　

12
月
２
日
（
土
）

　

〜
１
月
14
日
（
日
）

■
場
所　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗

資
料
館

※

昔
の
お
正
月
コ
ー
ナ
ー
は
無
料

■
申
込
・
問
合
先　

賀
名
生
の
里

歴
史
民
俗
資
料
館

☎
３
２
・
９
０
１
０
（
月
曜
休
館
）

メ
ー
ル　

anounosato-museum@kcn.jp
※

12
月
29
日
（
金
）
〜
１
月
３
日

（
水
）
は
休
館
し
ま
す
。

　

民
俗
資
料
館
で
は
多
彩
な
講
師

陣
を
迎
え
天
誅
組
や
幕
末
に
関
す

る
楽
し
い
講
座
を
年
５
回
開
催
し

て
い
ま
す

■
日
時　

12
月
９
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
講
師　

熊
田
光
男
さ
ん

　
（
吉
村
虎
太
郎
を
讃
え
る
会
会
長
）

■
テ
ー
マ　
「
土
佐
の
幕
末
を
駆

け
た
青
春
」
吉
村
虎
太
郎
を
育

ん
だ
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史

■
参
加
費　

会
員
３
０
０
円
、
一

般
５
０
０
円

■
定
員　

40
人

■
場
所　

民
俗
資
料
館

■
申
込
方
法　

①
氏
名
②
住
所
③

年
齢
④
連
絡
先
を
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
ハ
ガ
キ
・
メ
ー
ル
で
伝
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

民
俗
資
料
館

（
新
町
３
丁
目
３-

１
）（
月
曜
休
館
）

☎
・
FAX
２
２
・
０
４
５
０

メ
ー
ルinfo@

tenchugum
i.jp

　

健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
で
、

自
分
の
身
体
と
一
度
向
き
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
10
日
（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

宇
智
公
民
館

■
対
象
者　

家
族
の
介
護
を
し
て

い
る
人
、
介
護
に
関
心
の
あ
る

人
等

■
費
用　

無
料　
　

■
そ
の
他　

送
迎
を
希
望
す
る
人

は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

居
宅
介
護
支
援
事
業

所　

音
和
舎
彩
羽

☎
２
３
・
０
７
１
１
（
担
当
：
綛
谷
）

※

五
條
市
の
委
託
事
業
で
す
。

　

賀
名
生
の
里
で
採
れ
た
植
物
を

使
っ
て
、
お
正
月
の
縁
起
物
門
松

を
手
作
り
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
16
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

■
場
所　

賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗

資
料
館

■
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

※

小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■
定
員　

先
着
20
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

※

ミ
ニ
門
松
は
、①
大
１
鉢
②
小
一

対
（
２
鉢
）
の
ど
ち
ら
か
１
つ

■
申
込
方
法　

電
話
か
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

賀
名
生
の
里

歴
史
民
俗
資
料
館

☎
３
２
・
９
０
１
０
（
月
曜
休
館
）

メ
ー
ル　

anounosato-museum@kcn.jp

　

楽
し
く
華
や
か
な
お
花
（
盛
り

花
）
を
生
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
流
派
不
問
・
初
心
者
歓
迎
）

■
日
時　

12
月
20
日
（
水
）

　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
費
用　

３
０
０
０
円
（
花
材
費
）

■
持
ち
物　

花
器
、
花
留
め
、
花

は
さ
み

■
申
込
方
法　

12
月
13
日
（
水
）

ま
で
に
材
料
費
を
添
え
て
、
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

五
條
市
茶
華
道
協
会

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１
（
火
・
祝
休
館
）

講　座

五
條
市
介
護
教
室

五
條
市
介
護
教
室

骨
盤
底
筋
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

骨
盤
底
筋
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

～
こ
こ
ろ
と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
～

～
こ
こ
ろ
と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
～

五
條
市
介
護
教
室

骨
盤
底
筋
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

～
こ
こ
ろ
と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
～

第
33
回

　

市
民
卓
球
大
会

講　座

あ
の
う
体
験
塾

あ
の
う
体
験
塾

 

ミ
ニ
門
松
を
作
ろ
う

ミ
ニ
門
松
を
作
ろ
う

あ
の
う
体
験
塾

 

ミ
ニ
門
松
を
作
ろ
う

募　集

資
料
館
で
あ
そ
ぼ
う
！

資
料
館
で
あ
そ
ぼ
う
！

    
昔
の
お
正
月

昔
の
お
正
月

資
料
館
で
あ
そ
ぼ
う
！

  
昔
の
お
正
月

（写真）ミニ門松（大）

（写真）昔の遊びコーナー

平
成
29
年
度

 

応
急
手
当
普
及
員
講
習

講　座

第
５
回
長
屋
門
さ
き
が
け
塾

第
５
回
長
屋
門
さ
き
が
け
塾

　

参
加
者
募
集

　

参
加
者
募
集

第
５
回
長
屋
門
さ
き
が
け
塾

　

参
加
者
募
集

講　座

お
正
月
花
教
室

お
正
月
花
教
室

お
正
月
花
教
室

お
と
わ
や
い
ろ
は

か
せ
た
に
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おしらせ・イベント

広
報
五
條
有
料
広
告
枠

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

　

ま
た
は
次
の
問
合
先
ま
で
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

日
本
年
金
機
構
が
年
金
出
張
相

談
を
、
月
１
回
五
條
市
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
開
催
日　

毎
月
第
２
木
曜
日

　
（※

12
月
は
14
日
、
1
月
は
11
日
）

■
受
付
場
所　

市
民
課
年
金
係

■
相
談
時
間　

10
時
〜
12
時
15
分
、

13
時
〜
16
時
ま
で

■
持
ち
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証

書
、
本
人
確
認
で
き
る
物
（
運

転
免
許
証
等
）
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

※

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

早
め
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
内
容
に
よ
っ
て
必
要
書
類

が
違
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
合
先　

大
和
高
田
年

金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
７
４
５
・
２
２
・
３
５
３
１

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の

一
番
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■
日
時　

12
月
５
日
（
火
）

　

10
時
〜
15
時

■
場
所　

　

▼
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
３
７
２
７

　

▼
野
原
東
住
民
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
３
７
０
７

　

▼
賀
名
生
公
民
館

　

☎
３
２
・
０
０
０
１

　

▼
大
塔
支
所

　

☎
３
６
・
０
３
１
１

※

大
塔
支
所
は
13
時
〜
15
時　
　

 

■
問
合
先　

人
権
施
策
課

☎
２
５
・
１
１
３
７

　

毎
週
平
日 
８
時
30
分
〜
16
時

に
、相
談
内
容
に
合
わ
せ
、ス
タ
ッ

フ
が
事
前
に
準
備
し
て
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
場
所　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
（
大
和
高
田
市
幸
町
５-

11 

）

※

予
約
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

　

市
内
の
各
公
民
館
で
舞
踊
を
学

ぶ
人
々
と
先
生
が
練
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
３
日
（
日
）

　

10
時
〜
16
時

■
場
所　

市
民
会
館

■
入
場
料　

無
料

■
発
表
者　

刀
谷
社
中
、
福
岡
社

中
、
今
田
社
中
、
辻
本
社
中
、

三
崎
社
中
、
植
田
社
中

■
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
２
４
・
２
０
０
１（
火
・
祝
休
館
）

　

障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
「
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
実
施
日　

12
月
２
日
（
土
）

　

〜
６
日
（
水
）　

９
時
〜
22
時

相
談
電
話
番
号

☎
０
７
４
３
・
８
５
・
５
６
３
９

※

秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
（
通
話

料
は
か
か
り
ま
す
）

■
問
合
先　

社
会
福
祉
法
人 

萌

☎
０
７
４
３
・
５
４
・
０
８
２
１

　
「
熱
々
ほ
っ
こ
り
」
な
西
洋
料

理
を
テ
ー
マ
に
、
冬
野
菜
た
っ
ぷ

り
ロ
ー
ル
白
菜
ほ
か
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

１
月
20
日
（
土
）

　

10
時
〜
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
20
人
（
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料

費
７
０
０
円
・
利
用
団
体
会
費

３
０
０
円
）

※

今
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン

グ
に
参
加
し
た
人
は
材
料
費
の

み
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
指
導
者　

足
立
敦
子
先
生

　
（
き
ょ
う
の
料
理
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
料
理
研
究
家
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

手
拭
き
タ
オ
ル
・
持
ち
帰
り
用

の
タ
ッ
パ
ウ
ェ
ア
・
ふ
き
ん
・

筆
記
用
具

■
申
込
方
法　

12
月
28
日
（
木
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
、
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り（
要
予
約
・

無
料
）

※

２
歳
以
上
就
学
前
の
幼
児

■
申
込
・
問
合
先　

中
央
公
民
館

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

相　談

萌    

こ
こ
ろ
の
相
談
室

こ
こ
ろ
の
相
談
室

萌  

こ
こ
ろ
の
相
談
室

地
籍
調
査
成
果
の

 

登
記
完
了
の
お
知
ら
せ

イベント

第
29
回
舞
踊
親
睦
発
表
会

回
舞
踊
親
睦
発
表
会

第
29
回
舞
踊
親
睦
発
表
会

老
人
憩
の
家 

開
放
日

相　談

人
権
週
間

人
権
週
間

 

特
設
人
権
相
談
所

特
設
人
権
相
談
所

人
権
週
間

 

特
設
人
権
相
談
所

講　座

チ
ャ
レ
ン
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

ク
ッ
キ
ン
グ

　

ク
ッ
キ
ン
グ

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

ク
ッ
キ
ン
グ

相　談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

年
金
出
張
相
談

相　談

年
金
事
務
所
の

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

　

予
約
相
談

年
金
事
務
所
の

　

予
約
相
談

平
成
30
年
は

　

明
治
１
５
０
年
で
す

第
34
回
は
ば
た
け
少
年

　

野
球
大
会
結
果
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おしらせ・イベント

　

平
成
30
年
は
明
治
元
年
か
ら
起

算
し
て
１
５
０
年
に
当
た
り
ま
す
。

政
府
で
は
「
明
治
１
５
０
年
」
関

連
の
施
策
と
し
て
、
全
国
で
取
組

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

※

詳
し
く
は
次
の
Q
R
コ
ー
ド
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

奈
良
県
市
町
村
振
興
課

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
８
４
２
２

■
申
込
・
問
合
先　

老
人
憩
の
家

☎
２
３
・
０
４
３
１
（
水
曜
休
館
）

※

12
月
29
日
〜
１
月
４
日
休
館

　

平
成
25
年
度
に
一
筆
地
調
査
を

実
施
し
た
「
二
見
二
丁
目
、
三
丁

目
、
四
丁
目
、
五
丁
目
、
犬
飼
町

の
各
一
部
」
の
地
籍
調
査
の
成
果

に
よ
る
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。

登
記
記
録
、
地
図
な
ど
は
法
務
局

で
交
付
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
問
合
先 　
地
籍
調
査
課

　
（
内
線
４
０
５
）

　

老
人
憩
の
家
は
開
放
日
に
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。
１
人

で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
９
日
・
16
日
・
23

日
、
平
成
30
年
１
月
13
日
・
20

日
・
27
日※

す
べ
て
土
曜
日

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
60

歳
以
上
の
人

※

送
迎
バ
ス
が
必
要
な
人
は
、
利

用
日
の
２
日
前
（
休
館
日
の
場

合
は
そ
の
前
日
）
ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
自
家
用
車
で

来
館
も
可
能
で
す
。

※

カ
ラ
オ
ケ
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
機
が
利
用
で
き
ま

す
。

※

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時
（
カ

ラ
オ
ケ
は
10
時
〜
15
時
）

■問合先　人権施策課　
☎２５・１１３７

広
告
代
理
店 

㈱
ホ
ー
プ
ま
で

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
１
４
０
４

　

11
月
５
日
に
岡
近
隣
公
園
（
田

園
）
で
開
催
さ
れ
た
大
会
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
優　

勝　

牧
野
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ

▼
準
優
勝　

大
和
明
星
子
供
会

▼
優
秀
選
手
賞　

楢
林　

勇
生

　
（
牧
野
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
）

▼
敢
闘
賞　

北
山　

颯
馬

　
（
大
和
明
星
子
供
会
）

■
問
合
先 　
生
涯
学
習
課

　
（
内
線
８
１
２
）

（
敬
称
略
）

《
善
意
銀
行
》

▼
西
日
本
鉄
道
O
B
会
五
條
・
高
田
支
部

　

代
表　

畠
山
博
充

▼
竹
田
吉
宏

市民の善意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

萌  

こ
こ
ろ
の
相
談
室

おしらせ

地
籍
調
査
成
果
の

地
籍
調
査
成
果
の
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了
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せ
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了
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お
知
ら
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果
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知
ら
せ

第
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踊
親
睦
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表
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憩
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日

開
放
日
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家 
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放
日

人
権
週
間

 

特
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所
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談

年
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の
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談
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治

　

明
治
１
５
０

１
５
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す
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す

平
成
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年
は

　

明
治
１
５
０
年
で
す
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年
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「五條の歴史を探る」では、五條の歴史・文化を今に伝える資料とそのゆかりの地を紹介します。

便
性
が
悪
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
数
年
前
か

ら
行
っ
て
い
る
道
路
整
備
事
業
等
よ
り
も
、

村
役
場
の
移
転
を
優
先
す
る
こ
と
は
問
題
で

あ
る
と
考
え
、
反
対
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
異
議
を
唱
え
た
議
員
と
反

対
す
る
地
元
住
民
が
、
奈
良
県
に
議
決
の
取

り
消
し
を
求
め
て
、
訴
え
出
ま
し
た
が
、
尾

野
村
長
ら
と
意
見
が
平
行
線
を
た
ど
っ
た
ま

ま
、
同
年
７
月
に
移
転
が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
的
に
、
両
者
の
和
解
に
は
３
か
月
を
要

し
、
移
転
費
用
は
、
移
転
先
の
集
落
と
村
費

で
賄
う
こ
と
な
ど
の
条
件
で
、
合
意
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
）
４
月

の
賀
名
生
村
、
白
銀
村
と
の
合
併
（
西
吉
野

村
の
誕
生
）
、
平
成
17
年
（
２
０
０
５
）
９

月
の
五
條
市
、
大
塔
村
と
の
合
併
を
経
て
、

西
吉
野
地
域
を
管
轄
す
る
庁
舎
は
同
じ
場
所

に
１
世
紀
近
く
の
間
、
置
か
れ
続
け
て
い
ま

す
。
（
お
わ
り
）

文
化
財
課
学
芸
員　

山
本
望
実

【
参
考
文
献
】

『
市
町
村
役
場
位
置
変
更
』

（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
）
（
昭
和
３
年
）

　

西
吉
野
村
教
育
委
員
会
『
西
吉
野
村
史
』

（
昭
和
38
年
）

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
２
月
28
日
の
村

会
に
お
い
て
、
城
戸
選
出
の
公
門
芳
美
議
員

が
移
転
の
建
議
を
提
出
し
（
満
場
一
致
で
可

決
）
、
翌
月
27
日
の
村
会
で
は
、
尾
野
清
一

郎
村
長
（
桧
川
迫
選
出
）
が
、
大
字
城
戸
へ

の
移
転
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
議
員
15
名
の
う
ち
、
３
名
欠
席
、

１
名
退
席
の
状
態
で
議
決
が
行
わ
れ
、
過
半

数
を
超
え
る
８
名
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
字
平
雄
・
茄
子
原
・
川

股
・
西
日
裏
・
本
谷
・
勢
井
選
出
の
各
議
員

か
ら
討
議
の
期
間
が
短
す
ぎ
、
強
行
採
決
で

あ
る
と
の
理
由
で
、
こ
の
議
決
は
不
当
と
の

訴
え
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
は
、
こ
の
問
題
の
背
景
に
は
、
宗
桧
村

の
道
路
事
情
が
関
係
し
て
い
ま
し
た
。
元
々
、

旧
宗
川
郷
で
は
、
勢
井
宗
川
野
線
（
現
県
道

49
号
）
を
利
用
し
、
旧
桧
川
郷
で
は
、
桧
川

街
道
が
主
要
な
道
路
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
を
結
ぶ
道
路
は
、
西
熊
野
街
道
（
現
国

道
１
６
８
号
）
の
み
で
あ
る
た
め
、
合
併
後

は
、
北
部
の
集
落
の
住
民
が
村
役
場
に
行
く

場
合
、
遠
回
り
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
桧

川
迫
の
住
民
等
に
は
大
変
不
便
で
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
尾
野
村
長

ら
は
、
明
治
40
年
代
に
道
路
工
事
で
利
便
性

の
増
し
た
西
熊
野
街
道
が
通
り
、
賀
名
生
村
、

白
銀
村
、
五
條
へ
行
き
や
す
い
城
戸
を
移
転

先
に
選
ん
だ
の
で
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
反
対
す
る
議
員
は
、
村
役

場
が
茄
子
原
か
ら
城
戸
に
移
っ
た
場
合
、
村

の
東
南
に
位
置
す
る
集
落
に
と
っ
て
大
変
利

　

来
年
は
、
宗
桧
村
役
場
（
現
五
條
市
役
所

西
吉
野
支
所
）
が
、
現
西
吉
野
町
字
茄
子
原

か
ら
字
城
戸
に
移
転
し
て
、
90
年
と
な
り
ま

す
。

　

宗
桧
村
は
、
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
４

月
に
、
旧
宗
川
郷
11
村
（
大
字
西
野
・
永

谷
・
立
川
渡
・
本
谷
・
宗
川
野
・
阪
巻
・
平

雄
・
茄
子
原
・
川
股
・
西
日
裏
・
勢
井
）
と

旧
桧
川
郷
６
村
（
大
字
城
戸
・
陰
地
・
川

岸
・
津
越
・
大
峯
・
桧
川
迫
）
が
、
合
併
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
新
し
い
村
名
は
、
両
村

の
頭
文
字
を
合
わ
せ
て
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
初
、
村
役
場
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
問
題

な
く
機
能
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
正
年
間

（
１
９
１
２
〜
１
９
２
６
）
に
な
る
と
、
交

通
の
便
が
悪
い
の
で
、
村
役
場
の
移
転
が
望
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五
條
の

市

の

動

き

市

の

動

き

人
口
３
１
，
４
０
０
人　
　

男
１
４
，
９
６
０
人　
　

女
１
６
，
４
４
０
人　
　

世
帯
数
１
３
，
６
５
３

　
　
　
　

（
▲
３
０
）　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
）　
　
　
　
　
　

（
▲
３
１
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
９
）

（
10
月
31
現
在
）　

（　

）
内
の
数
字
は
前
月
比
・
▲
は
減
少

宗
桧
村
役
場
の

　

誕
生
と
移
転
に
つ
い
て 第112回

五
條
の

を

歴
史を

歴
史

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

出
生
１
５
件　

死
亡
２
９
件

転
入
４
４
件　

転
出
５
２
件

條市  編
1 号 ☎

前
か

も
、

題
で

と
反

の
取尾

た
ま

し
た

を
要

村
費

ま
し

４
月

吉
野９

て
、

場
所

い
ま

望
実

年
）

３９
）

出
生
１
５
件　

死
亡
２
９
件

転
入
４
４
件

８月結果発表！

を今を今に今 伝える資伝える資伝 資料 そ料とその料 ゆ りゆかりのゆ り 地を紹介地を紹介地 紹介します。します

かで反取尾また
。

要費し

８月結果発表！

を探を探探る はる」では」 五條、五條の、 條 歴史 文歴史・文歴史 文化を化を化

８

200
トン減

めざせ年間

編

月野９所ま実 月

「五條「五條の條 歴歴歴歴史歴史歴史

200
トン減

めざせ年間
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件　

死
亡
２
９
件

件　

転
出
５
２
件

編集 市⻑公室企画政策課公室企画政策課

0
減

年間

企画政策課

各家庭でしっかり分別し、ごみの減量化を目指しましょう！

20
トン減

めめめめざせ年

各各各家

燃えるごみ

減量チャレンジ！
・ごみ量 389.9㌧

・目標値 394.3㌧

９月結果発表！

4.4㌧

減少！

12月の目標 
  423.8㌧!200

トン減

めざせ年間

各家庭でしっかり分別し、ごみの減量化を目指しましょう！

引
き
続
き

引
き
続
き

が
ん
ば
ろ
う
！

が
ん
ば
ろ
う
！

引
き
続
き

が
ん
ば
ろ
う
！

（
画
像
）
宗
桧
村
地
図

広報五條平成 年 ⽉号 第 号  発⾏ 五
〒637-8501 奈良県五條市本町 1 丁⽬ 1 番

29

30

31

木

金

土

日

燃える
減量
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五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課

　　　（内線366）

五條市結婚相談所

時間　13時～16時

場所　福祉センター

問合　児童福祉課(内線366)

心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

悪質商法や多重債務など

消費生活・多重債務相談
時間　10時～15時

場所　第２分庁舎３階

12 月 市 民 ご よ み

毎 週
月・木

人権を確かめあう日12/11
（月）

12/９
（土）

12/21
（木）

15（月）心の悩み

臨床心理士による
こころの健康相談（要予約）
時間　①13時～13時45分

　　　②14時15分～15時

　　　③15時30分～16時15分

場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

12/13
（水）

12/27
（水）

臨時職員
登録受付中

■問合先　児童福祉課（内線３４９）

健康管理、肥満や禁煙など

保健師による健康相談
場所　カルム五條

予約　カルム五條（内線290）

12/20
（水）

年金事務所の

出張年金相談（要予約）
時間　10時～12時15分

　　　13時～16時

受付　市民課年金係

予約　大和高田年金事務所

☎０７４５・２２・３５３１

12/14
（木）

※早めに予約してください。（人数制限あり）

15（月）もの忘れ相談
場所　カルム五條

予約　地域包括支援センター

☎２５・２６４０

12/６
（水）

市内保育所
学童保育所

臨時職員市内保育所

12 月は
固定資産税・都市計画税 第３期
国民健康保険税 第６期の納期です

納税には口座振替のほか、コンビニ
エンスストアでも納付できます。
■問合先　税務課 （内線259）
　　　　　保険課 （内線266）

納期限は
　12月 25日（月）まで
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